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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステーション（ＳＴＡ）で用いる方法であって、
　ビーコンフレームのインスタンス間にアクセスポイント（ＡＰ）から高速初期リンク設
定（ＦＩＬＳ）探索（ＦＤ）フレームを受信することであって、前記ＦＤフレームは、
　　ＦＤフレーム内容、並びに
　　　前記ＦＤフレーム内容における可変長サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）フィール
ドの長さに対応する、ＳＳＩＤ長さフィールド、
　　　対応する能力フィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示す、
能力プレゼンスインジケータ、
　　　対応するアクセスネットワークオプションフィールドが前記ＦＤフレーム内容に存
在しているかどうかを示す、アクセスネットワークオプションプレゼンスインジケータ、
　　　対応するセキュリティフィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうか
を示す、セキュリティプレゼンスインジケータ、および
　　　対応するＡＰ構成変更カウントフィールドが、前記ＦＤフレーム内容に存在してい
るかどうかを示す、ＡＰ構成変更カウントプレゼンスインジケータ、
　　を備える、ＦＤフレーム制御フィールド
　を含む、ことと、
　前記受信されたＦＤフレームに基づいて前記ＡＰとアソシエートするかどうかを判定す
ることと
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　を備える方法。
【請求項２】
　前記能力フィールドは前記ＡＰの能力情報を含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記アクセスネットワークオプションフィールドは、前記ＡＰによって提供されるアク
セスサービスを示す、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記セキュリティフィールドは、前記ＡＰによって使用されるセキュリティの１つまた
は複数のタイプを示す、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記ＡＰ構成変更カウントフィールドは、ＡＰ構成パラメータのセットが変わった回数
を示す、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ＦＤフレーム制御フィールドは、
　対応する隣接ＡＰ情報フィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示
す、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記隣接ＡＰ情報フィールドは、前記隣接ＡＰ情報フィールドに各隣接ＡＰに対して、
動作クラスフィールドと、チャネル数フィールドと、ネクストターゲットビーコン伝送時
間フィールドとを含む、請求項６の方法。
【請求項８】
　各ネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、前記対応する隣接ＡＰからの次
の完全なビーコンフレームの伝送時間を示す、請求項７の方法。
【請求項９】
　前記ネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオフセッ
ト値として表される、請求項８の方法。
【請求項１０】
　前記オフセット値は時間単位の数として表される、請求項９の方法。
【請求項１１】
　前記ＦＤフレームに基づいて前記ＡＰとアソシエートするかどうかの前記判定が肯定で
あるという条件で、前記ＡＰにアソシエーション要求フレームを伝送することをさらに備
える、請求項１の方法。
【請求項１２】
　ステーション（ＳＴＡ）であって、
　ビーコンフレームのインスタンス間にアクセスポイント（ＡＰ）から高速初期リンク設
定（ＦＩＬＳ）探索（ＦＤ）フレームを受信するように構成された受信機であって、前記
ＦＤフレームは、
　　ＦＤフレーム内容、並びに
　　　前記ＦＤフレーム内容における可変長サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）フィール
ドの長さに対応する、ＳＳＩＤ長さフィールド、
　　　対応する能力フィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示す、
能力プレゼンスインジケータ、
　　　対応するアクセスネットワークオプションフィールドが前記ＦＤフレーム内容に存
在しているかどうかを示す、アクセスネットワークオプションプレゼンスインジケータ、
　　　対応するセキュリティフィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうか
を示す、セキュリティプレゼンスインジケータ、および
　　　対応するＡＰ構成変更カウントフィールドが、前記ＦＤフレーム内容に存在してい
るかどうかを示す、ＡＰ構成変更カウントプレゼンスインジケータ、
　　を備える、ＦＤフレーム制御フィールド
　を含む、受信機と、
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　前記ＦＤフレームに基づいて前記ＡＰとアソシエートするかどうかを判定するように構
成されたプロセッサと
　を備えたＳＴＡ。
【請求項１３】
　前記ＦＤフレームに基づいて前記ＡＰとアソシエートするかどうかの前記判定が肯定で
あるという条件で、前記ＡＰにアソシエーション要求フレームを伝送するように構成され
た送信機をさらに備えた、請求項１２のＳＴＡ。
【請求項１４】
　前記ＦＤフレーム内容は、オプションフィールドまたはオプション情報要素をさらに含
む、請求項１の方法。
【請求項１５】
　前記ＦＤフレーム内容が任意のオプションフィールドを含むという条件で、前記オプシ
ョンフィールドに対応するプレゼンスインジケータは、前記ＦＤフレーム制御フィールド
に含まれる、請求項１４の方法。
【請求項１６】
　前記ＦＤフレーム制御フィールドは、対応するＡＰネクストターゲットビーコン伝送時
間フィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示す、ＡＰネクストター
ゲットビーコン伝送時間プレゼンスインジケータをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項１７】
　前記ＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、前記ＡＰからの次の完全
なビーコンフレームの伝送時間を示す、請求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記ＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオフ
セット値として表される、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　前記オフセット値は時間単位の数として表される、請求項１８の方法。
【請求項２０】
　前記能力フィールドは前記ＡＰの能力情報を含む、請求項１３のＳＴＡ。
【請求項２１】
　前記アクセスネットワークオプションフィールドは、前記ＡＰによって提供されるアク
セスサービスを示す、請求項１３のＳＴＡ。
【請求項２２】
　前記セキュリティフィールドは、前記ＡＰによって使用されるセキュリティの１つまた
は複数のタイプを示す、請求項１３のＳＴＡ。
【請求項２３】
　前記ＡＰ構成変更カウントフィールドは、ＡＰ構成パラメータのセットが変わった回数
を示す、請求項１２のＳＴＡ。
【請求項２４】
　前記ＦＤフレーム制御フィールドは、
　対応する隣接ＡＰ情報フィールドが前記ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示
す、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータをさらに備える、請求項１２のＳＴＡ。
【請求項２５】
　前記隣接ＡＰ情報フィールドは、前記隣接ＡＰ情報フィールドに各隣接ＡＰに対して、
動作クラスフィールドと、チャネル数フィールドと、ネクストターゲットビーコン伝送時
間フィールドとを含む、請求項２４のＳＴＡ。
【請求項２６】
　各ネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、前記対応する隣接ＡＰからの次
の完全なビーコンフレームの伝送時間を示す、請求項２５のＳＴＡ。
【請求項２７】
　前記ネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオフセッ
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ト値として表される、請求項２６のＳＴＡ。
【請求項２８】
　前記オフセット値は時間単位の数として表される、請求項２７のＳＴＡ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードの無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）は、ＢＳＳ用のアクセスポイント（ＡＰ）と、ＡＰとアソシエート
する１つまたは複数のステーション（ＳＴＡ）とを有する。ＡＰは、典型的に、ＢＳＳに
入る、およびＢＳＳから出るトラフィックを搬送する分配システム（ＤＳ）または別のタ
イプの有線／無線ネットワークにアクセスできる、またはこれとインターフェースする。
ＢＳＳの外側から発生するＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通って到着し、ＳＴＡに届
けられる。ＳＴＡから発生し、ＢＳＳ外の宛先へ向かうトラフィックは、ＡＰに送信され
て、それぞれの宛先に届けられる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックもまた、ＡＰを通
して送信されることが可能であり、発信元ＳＴＡはＡＰにトラフィックを送信し、ＡＰは
このトラフィックを宛先ＳＴＡに届ける。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のこのようなトラフィック
は、実際にはピアツーピアトラフィックである。このようなピアツーピアトラフィックは
、ダイレクトリンク設定（ＤＬＳ：direct link setup）、またはトンネリングされたＤ
ＬＳ（ＴＤＬＳ）を用いて、発信元ＳＴＡと宛先ＳＴＡとの間で直接に送信されることも
可能である。独立ＢＳＳモード（ＩＢＳＳ）のＷＬＡＮにはＡＰがなく、ＳＴＡは互いと
直接に通信する。
【０００３】
　インフラストラクチャＢＳＳでは、ＳＴＡが、スキャニング手順を行って、適切なＡＰ
／ネットワークを探索し、通常はアソシエーション手順によって、ＷＬＡＮリンクを確立
する。２つの基本的なスキャニングモード、パッシブスキャニングおよびアクティブスキ
ャニングがある。
【０００４】
　パッシブスキャニングモードを用いて、ＡＰは、定期的にビーコンフレームを送信して
、ＡＰ／ネットワーク情報をＳＴＡに提供する。ビーコンは、ＡＰアドバタイズメント（
advertisement）に、ＢＳＳ識別子（ＢＳＳＩＤ）、ＢＳＳにおけるＳＴＡの同期、能力
（capability）情報、ＢＳＳ動作情報、媒体アクセスのためのシステムパラメータ、送信
電力制限などを提供することによって、システムにおける様々な機能をサポートする。さ
らに、ビーコンは、多くのオプション情報要素を搬送することができる。
【０００５】
　アクティブスキャンを用いて、ＳＴＡは、ＡＰへのプローブ要求フレームを能動的に生
成して送信し、ＡＰからのプローブ応答フレームを受信し、プローブ応答フレームを処理
してＡＰ／ネットワーク情報を取得する。
【０００６】
　図１は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ１０２、フレームボディ１０４、およびフ
レームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド１０６を含む、ビーコンフレーム１００
用の一般的なフレームフォーマットを示す。ＭＡＣヘッダ１０２は、フレーム制御フィー
ルド１１０と、継続時間（duration）フィールド１１２と、複数のアドレスフィールド１
１４～１１８と、シーケンス制御フィールド１２０と、高スループット（ＨＴ）制御フィ
ールド１２２とを含む。
【０００７】
　フレームボディ１０４は、必須（mandatory）フィールドおよび情報要素（ＩＥ）を含
み、例えばタイムスタンプフィールド、ビーコン間隔フィールド、能力フィールド、サー
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ビスセット識別子（ＳＳＩＤ）フィールド、サポートレート（supported rates）フィー
ルド、および１つもしくは複数のオプションのＩＥ、例えばＢＳＳ負荷情報などを含むが
、これらに限定されない（図１には示さず）。ＢＳＳ負荷情報は、ＢＳＳにおけるトラフ
ィック負荷のレベルを示し、５つの関連ＩＥ、すなわち、ＳＴＡカウント、チャネル利用
、およびアドミッション能力（admission capability）を含むＢＳＳ負荷と、ＢＳＳ利用
可能アドミッション容量と、サービス品質（ＱｏＳ）トラフィック能力と、ＢＳＳ平均ア
クセス遅延と、ＢＳＳアクセスカテゴリ（ＡＣ）アクセス遅延とを含むことができる。必
須ＩＥおよび典型的なオプションのＩＥとともに、ビーコンフレームは、１００バイト長
を超える可能性がある。典型的な企業環境において、ビーコンは、およそ２３０バイト長
である。
【０００８】
　高速初期リンク設定（ＦＩＬＳ：fast initial link setup）と併せた目的は、１００
ｍｓ以内のＳＴＡのための初期リンク設定時間をサポートすること、および少なくとも１
００の非ＡＰのＳＴＡが同時にＢＳＳに入ること、および１秒以内の高速リンク設定をサ
ポートすることである。ビーコンが使用されて、初期リンク設定プロセスの始めに、ＡＰ
に関する情報をＳＴＡに提供することができるので、ビーコンが情報を含んで、指定され
た機能要件を満たす高速リンク設定を容易にすることができる。
【０００９】
　ＦＩＬＳプロセスは、５つのフェーズ、すなわち（１）ＡＰ探索（discovery）、（２
）ネットワーク探索、（３）追加タイミング同期機能（ＴＳＦ：timing synchronization
 function）、（４）認証およびアソシエーション、（５）上位層ＩＰ設定からなる。
【発明の概要】
【００１０】
　ワイヤレスステーションで用いる方法が、完全なビーコンフレームのインスタンス間に
アクセスポイント（ＡＰ）からの高速初期リンク設定探索（ＦＤ）フレームを受信するこ
とと、受信されたＦＤフレームに基づいてＡＰとアソシエートするかどうかを決定するこ
ととを含む。ＦＤフレームは、ＦＤフレーム内容（contents）と、ＦＤフレーム制御フィ
ールドとを含む。ＦＤフレーム制御フィールドは、ＦＤフレーム内容中の可変長ＳＳＩＤ
フィールドの長さに対応する、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）長さフィールド、並び
に能力プレゼンスインジケータ（presence indicator）、アクセスネットワークオプショ
ンプレゼンスインジケータ、セキュリティプレゼンスインジケータ、ＡＰ構成変更カウン
トプレゼンスインジケータ、またはＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間プレゼンス
インジケータのうちのいずれか１つまたは複数を含む。プレゼンスインジケータのそれぞ
れが使用されて、対応するフィールドがＦＤフレーム内容に存在するかどうかを示す。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　一例として添付図面と併せて行われる次の説明からより詳細に理解することができる。
【図１】ビーコンフレームフォーマットの図である。
【図２Ａ】１つまたは複数の開示する実施形態が実行されることが可能である例示的通信
システムのシステム図である。
【図２Ｂ】図２Ａに示す通信システム内で使用されることが可能である例示的な無線送受
信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図２Ｃ】図２Ａに示す通信システム内で使用されることが可能である例示的無線アクセ
スネットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【図３】測定パイロットフレームフォーマットの図である。
【図４】短いビーコンフレームフォーマットの図である。
【図５】ＦＤフレームで使用するためのアクセスネットワークオプション情報要素フォー
マットの図である。
【図６】ＦＤフレームで使用するための隣接ＡＰ情報要素フォーマットの図である。
【図７】ＦＤフレームで使用するためのロバストセキュリティネットワーク要素（robust
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 security network element：ＲＳＮＥ）の図である。
【図８】ＦＤフレームで使用するための固定長の最適化されたＲＳＮＥの図である。
【図９】ＦＤフレームで使用するための可変長の最適化されたＲＳＮＥの図である。
【図１０】ＦＤフレームで使用するための最適化されたＲＳＮＥのための固定長のビット
マップコーディングの図である。
【図１１】ＦＤフレームで使用するための固定長の２オクテットの最適化されたＲＳＮＥ
の図である。
【図１２】ＦＤフレームで使用するためのＲＮＳ能力フィールドを有する２オクテットの
最適化されたＲＳＮＥの図である。
【図１３】ＦＤフレームで使用するためのＨＴ物理層固有の情報要素の図である。
【図１４】ＦＤフレームで使用するための超高スループット（ＶＨＴ）の物理層固有の情
報要素の図である。
【図１５】ＦＤフレーム制御フィールドフォーマットの図である。
【図１６Ａ】例示的ＦＤフレームＳＳＩＤ設計の図である。
【図１６Ｂ】例示的ＦＤフレームＳＳＩＤ設計の図である。
【図１７】ＦＤフレーム能力情報項目フォーマットの図である。
【図１８】ＦＤフレームセキュリティ情報項目フォーマットの図である。
【図１９Ａ】可変長ＦＤフレームセキュリティ情報項目フォーマットの図である。
【図１９Ｂ】可変長ＦＤフレームセキュリティ情報項目フォーマットの図である。
【図２０】ＦＤフレームＡＰの次のＴＢＴＴ情報項目フォーマットの図である。
【図２１】ＦＤフレーム隣接ＡＰ情報項目フォーマットの図である。
【図２２】例示的ＦＤフレームボディフォーマットの図である。
【図２３】例示的ＦＤフレームボディフォーマットの図である。
【図２４】パブリックアクションフレームフォーマットのＦＤフレームの図である。
【図２５】分かれたフレーム制御フィールドを有するＦＤ拡張フレームフォーマットの図
である。
【図２６】結合されたフレーム制御フィールドを有するＦＤ拡張フレームフォーマットの
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図２Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態を実行可能な例示的通信システム２０
０の図である。通信システム２００は、音声、データ、映像、メッセージング、ブロード
キャスト等の内容を複数の無線ユーザに提供する多元接続システムとすることができる。
通信システム２００は、複数の無線ユーザが無線帯域幅を含むシステムリソースの共有に
よってこのような内容にアクセスできるようにすることができる。例えば、通信システム
２００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多
元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－
ＦＤＭＡ）などの、１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用することができる。
【００１３】
　図２Ａに示すように、通信システム２００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）２０２
ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）２０４、コア
ネットワーク２０６、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）２０８、インターネット２
１０、および他のネットワーク２１２を含むことができるが、開示する実施形態は、任意
数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素についても考え
られることを理解されよう。ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄのそれぞ
れは、無線環境で動作し、および／または通信するように構成された任意のタイプのデバ
イスであることも可能である。例えば、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２
ｄは、無線信号を送信し、および／または受信するように構成されることが可能であり、
ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、携帯電話、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコ
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ンピュータ、無線センサ、家庭用電化製品などを含むことができる。
【００１４】
　通信システム２００はまた、基地局２１４ａおよび基地局２１４ｂを含むことができる
。基地局２１４ａ、２１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２
０２ｄの少なくとも１つと無線でインターフェースし、コアネットワーク２０６、インタ
ーネット２１０、および／または他のネットワーク２１２のような、１つまたは複数の通
信ネットワークへのアクセスを容易にするように構成された任意のタイプのデバイスとす
ることもできる。例えば、基地局２１４ａ、２１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、Ｎｏｄ
ｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、サイト
コントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどであることが可能である。基
地局２１４ａ、２１４ｂは、それぞれ単一要素として示されているが、基地局２１４ａ、
２１４ｂは、任意数の相互に接続された基地局および／またはネットワーク要素も含むこ
とができることは理解されよう。
【００１５】
　基地局２１４ａは、ＲＡＮ２０４の一部とすることができ、ＲＡＮ２０４は、基地局コ
ントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなど、他
の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）も含むことがある。基地局２１４
ａおよび／または基地局２１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある特定の地理
的領域内の無線信号を送信し、かつ／または受信するように構成されることができる。セ
ルはさらに、セルセクタに分割されることができる。例えば、基地局２１４ａと関連付け
られたセルは、３つのセクタに分割されることができる。したがって、一実施形態では、
基地局２１４ａは３つのトランシーバ、すなわちセルの各セクタに１つを含むことができ
る。別の実施形態では、基地局２１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用するこ
とができ、従って、セルの各セクタに複数のトランシーバを利用することができる。
【００１６】
　基地局２１４ａ、２１４ｂは、エアインターフェース２１６によってＷＴＲＵ２０２ａ
、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄの１つまたは複数と通信することができ、エアインター
フェース２１６は、任意の好適な無線通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、マイク
ロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）であってもよい。エアインター
フェース２１６は、任意の好適な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立されること
もできる。
【００１７】
　より詳細には、上記のように、通信システム２００は、多元接続システムであることが
可能であり、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１つ
または複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えば、ＲＡＮ２０４中の
基地局２１４ａおよびＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインターフェース２１６を確立することができるユ
ニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技
術を実装することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／
または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰ
Ａは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリン
クパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１８】
　別の実施形態では、基地局２１４ａおよびＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃは、
ＬＴＥ（登録商標）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を使用して
エアインターフェース２１６を確立することができる、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved UMTS Ter
restrial Radio Access）などの無線技術を実装することができる。
【００１９】
　別の実施形態では、基地局２１４ａおよびＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ）、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００
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　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ（Interim Standard）－２０００、ＩＳ－
９５、ＩＳ－８５６、ＧＳＭ（登録商標）（Global System for Mobile communications
）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲ
ＡＮ）などの無線技術を実装することができる。
【００２０】
　図２Ａの基地局２１４ｂは、例えば、無線ルータ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ
　ｅＮｏｄｅ　Ｂまたはアクセスポイントとすることができ、職場、家庭、車、学校など
の局所的エリアにおける無線接続を容易にするための任意の好適なＲＡＴを利用すること
もできる。一実施形態では、基地局２１４ｂおよびＷＴＲＵ２０２ｃ、２０２ｄは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１などの無線技術を実装して、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）を確立することができる。別の実施形態では、基地局２１４ｂおよびＷＴＲＵ２０２
ｃ、２０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して、無線パーソナルエリ
アネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。さらに別の実施形態では、基地局
２１４ｂおよびＷＴＲＵ２０２ｃ、２０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤ
ＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまた
はフェムトセルを確立することができる。図２Ａに示すように、基地局２１４ｂは、イン
ターネット２１０への直接接続を有することがある。したがって基地局２１４ｂは、コア
ネットワーク２０６を介してインターネット２１０にアクセスすることを要求されないこ
とがある。
【００２１】
　ＲＡＮ２０４は、コアネットワーク２０６と通信していることがあり、コアネットワー
ク２０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰサービスをＷＴ
ＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄの１つまたは複数に提供するように構成さ
れた任意のタイプのネットワークであってもよい。例えば、コアネットワーク２０６は、
呼制御、課金サービス、モバイル位置情報サービス、プリペイド通話、インターネット接
続、ビデオ分配などを提供すること、および／または、ユーザ認証などの高レベルセキュ
リティ機能を行うことができる。図２Ａには示していないが、ＲＡＮ２０４および／また
はコアネットワーク２０６は、ＲＡＮ２０４と同じＲＡＴを、または異なるＲＡＴを使用
する他のＲＡＮと直接通信または間接通信している場合があることを理解されよう。例え
ば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用している可能性があるＲＡＮ２０４に接続されているこ
とに加えて、コアネットワーク２０６は、ＧＳＭ無線技術を使用している別のＲＡＮ（図
示しない）とも通信していることがある。
【００２２】
　コアネットワーク２０６は、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄが、Ｐ
ＳＴＮ２０８、インターネット２１０および／または他のネットワーク２１２にアクセス
するためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ２０８は、旧来の電話サービ
ス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話ネットワークを含むことができる。インターネッ
ト２１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート中のＴＣＰ、ＵＤＰ、ＩＰ
などの共通の通信プロトコルを使用する、相互接続したコンピュータネットワークおよび
デバイスのグローバルシステムを含むことができる。ネットワーク２１２は、他のサービ
スプロバイダによって所有され、かつ／または運用される有線通信ネットワークまたは無
線通信ネットワークを含むことができる。例えばネットワーク２１２は、ＲＡＮ２０４と
同じＲＡＴを、または異なるＲＡＴを使用することができる、１つまたは複数のＲＡＮに
接続された別のコアネットワークを含むことができる。
【００２３】
　通信システム２００のＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、２０２ｄの一部または
全部は、マルチモード機能を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ
、２０２ｃ、２０２ｄは、様々な無線リンクを通じて様々な無線ネットワークと通信する
ための複数のトランシーバを含むことができる。例えば図２Ａに示すＷＴＲＵ２０２ｃは
、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局２１４ａと通信する、およびＩ
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ＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局２１４ｂと通信するように構成され
ることが可能である。
【００２４】
　図２Ｂは、例示的ＷＴＲＵ２０２のシステム図である。図２Ｂに示すように、ＷＴＲＵ
２０２は、プロセッサ２１８、トランシーバ２２０、送受信要素２２２、スピーカ／マイ
ク２２４、キーパッド２２６、ディスプレイ／タッチパッド２２８、ノンリムーバブルメ
モリ２３０、リムーバブルメモリ２３２、電源２３４、ＧＰＳチップセット２３６、およ
び他の周辺機器２３８を含むことができる。ＷＴＲＵ２０２は、依然として一実施形態と
一致しながら、前述の要素の任意のサブコンビネーションも含むことができることは理解
されよう。
【００２５】
　プロセッサ２１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧ
Ａ回路、他の型の集積回路（ＩＣ）、状態機械等であることが可能である。プロセッサ２
１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ２０
２が無線環境で動作できるようにする他の機能を行うことができる。プロセッサ２１８は
、トランシーバ２２０に結合されることができ、トランシーバ２２０は、送受信要素２２
２に結合されることができる。図２Ｂはプロセッサ２１８およびトランシーバ２２０を別
々の構成要素として示しているが、プロセッサ２１８およびトランシーバ２２０は、電子
部品パッケージまたはチップに統合されることができることは理解されよう。
【００２６】
　送受信要素２２２は、エアインターフェース２１６を通じて基地局（例えば、基地局２
１４ａ）へ信号を送信する、または基地局（例えば、基地局２１４ａ）から信号を受信す
るように構成されることができる。例えば、一実施形態では、送受信要素２２２は、ＲＦ
信号を送信し、かつ／または受信するように構成されたアンテナであることができる。別
の実施形態では、送受信要素２２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶまたは可視光線信号を送信し
、かつ／または受信するように構成されたエミッタ／検波器であることができる。さらに
別の実施形態では、送受信要素２２２は、ＲＦと光信号の両方を送受信するように構成さ
れることができる。送受信要素２２２は、無線信号の任意の組合せも送信し、かつ／また
は受信するように構成されることができることは理解されよう。
【００２７】
　さらに、送受信要素２２２は図２Ｂでは単一要素として表されるが、ＷＴＲＵ２０２は
任意数の送受信要素２２２を含むこともできる。さらに詳細には、ＷＴＲＵ２０２はＭＩ
ＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ２０２は、エ
アインターフェース２１６を通じて無線信号を送受信するための２つ以上の送受信要素２
２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２８】
　トランシーバ２２０は、送受信要素２２２によって送信されることになる信号を変調し
、送受信要素２２２によって受信される信号を復調するように構成されることができる。
上述のように、ＷＴＲＵ２０２は、マルチモード能力を有することができる。従って、ト
ランシーバ２２０は、ＷＴＲＵ２０２が例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１など
、複数のＲＡＴによって通信できるための複数のトランシーバを含むことができる。
【００２９】
　ＷＴＲＵ２０２のプロセッサ２１８は、スピーカ／マイク２２４、キーパッド２２６、
および／またはディスプレイ／タッチパッド２２８（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ
）ディスプレイユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット
）に結合されることができ、これらからユーザ入力データを受信することができる。プロ
セッサ２１８は、スピーカ／マイク２２４、キーパッド２２６、および／またはディスプ
レイ／タッチパッド２２８にユーザデータを出力することもできる。さらにプロセッサ２
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１８は、ノンリムーバブルメモリ２３０および／またはリムーバブルメモリ２３２など、
任意のタイプの好適なメモリからの情報にアクセスすることもでき、また任意のタイプの
好適なメモリにデータを格納することもできる。ノンリムーバブルメモリ２３０は、ＲＡ
Ｍ、ＲＯＭ、ハードディスク、または任意のタイプのメモリ記憶装置も含む。リムーバブ
ルメモリ２３２は、ＳＩＭカード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリ
カードなどを含む。他の実施形態では、プロセッサ２１８は、サーバまたは家庭用コンピ
ュータ（図示せず）など、ＷＴＲＵ２０２に物理的に設置されていないメモリからの情報
にアクセスする、およびこのメモリにデータを格納することができる。
【００３０】
　プロセッサ２１８は、電源２３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ２０２内の
他の構成要素に対して電力を分配および／または制御するように構成されることができる
。電源２３４は、ＷＴＲＵ２０２に電力を供給するための任意の好適なデバイスであって
もよい。例えば、電源２３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム
（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン
（Ｌｉ－ｉｏｎ）、その他）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００３１】
　プロセッサ２１８は、ＷＴＲＵ２０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経度お
よび緯度）を提供するように構成されることが可能なＧＰＳチップセット２３６に結合さ
れることもできる。ＧＰＳチップセット２３６からの情報に加えて、またはこれに代えて
、ＷＴＲＵ２０２は基地局（例えば基地局２１４ａ、２１４ｂ）からエアインターフェー
ス２１６を通じて位置情報を受信し、かつ／または２以上の近傍基地局から受信されてい
る信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができる。ＷＴＲＵ２０２は、依
然として一実施形態と一致しながら、任意の好適な位置決定方法によって位置情報を取得
することができることは理解されよう。
【００３２】
　プロセッサ２１８は、他の周辺機器２３８にさらに結合されることができ、他の周辺機
器２３８は、追加の特徴、機能、および／または有線接続もしくは無線接続を提供する１
つもしくは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含む
ことができる。例えば、周辺機器２３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、
デジタルカメラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢポート、振動デバイス、テレビジョント
ランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、
周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲ
ームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００３３】
　図２Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ２０４およびコアネットワーク２０６のシステム図
である。ＲＡＮ２０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用して、エアインターフェ
ース２１６を通じてＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃと通信するアクセスサービス
ネットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。以下にさらに説明するように、ＷＴＲＵ２
０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ、ＲＡＮ２０４、およびコアネットワーク２０６の異なる機
能エンティティ間の通信リンクは、参照点（reference point）として定義されることが
可能である。
【００３４】
　図２Ｃに示すように、ＲＡＮ２０４は、基地局２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃ、および
ＡＳＮゲートウェイ２４２を含むことができるが、ＲＡＮ２０４は、依然として一実施形
態と一致しながら、任意数の基地局およびＡＳＮゲートウェイも含むことができることは
理解されよう。基地局２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃは、それぞれＲＡＮ２０４において
特定のセル（図示せず）とアソシエートされることが可能であり、それぞれエアインター
フェース２１６を通じてＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃと通信するための１つま
たは複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態では、基地局２４０ａ、２４０
ｂ、２４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装することができる。したがって、例えば基地局２４
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０ａは、複数のアンテナを使用してＷＴＲＵ２０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ２０
２ａから無線信号を受信することができる。基地局２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃは、ハ
ンドオフトリガリング（handoff triggering）、トンネル構築、無線リソース管理、トラ
フィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシー実行など、モビリティ管理機能を提供す
ることもできる。ＡＳＮゲートウェイ２４２は、トラフィック集約ポイントとして機能す
ることができ、ページング、加入者プロファイルのキャッシング、コアネットワーク２０
６へのルーティングなどを担うことができる。
【００３５】
　ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃとＲＡＮ２０４との間のエアインターフェース
２１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６規格を実行するＲ１参照点として定義されることができ
る。さらに、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃのそれぞれは、コアネットワーク２
０６との論理インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ２０２ａ
、２０２ｂ、２０２ｃとコアネットワーク２０６との間の論理インターフェースは、Ｒ２
参照点として定義されることができ、Ｒ２参照点は、認証、認可、ＩＰホスト構成管理、
および／またはモビリティ管理のために使用されることができる。
【００３６】
　基地局２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、基地局間のＷＴ
ＲＵハンドオーバおよびデータの伝送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８参照ポイ
ントとして定義されることができる。基地局２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃとＡＳＮゲー
トウェイ２４２の間の通信リンクは、Ｒ６参照点として定義されることができる。Ｒ６参
照点は、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃのそれぞれに関連付けられたモビリティ
イベントに基づいたモビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００３７】
　図２Ｃに示されるように、ＲＡＮ２０４は、コアネットワーク２０６に接続されること
ができる。ＲＡＮ２０４とコアネットワーク２０６との間の通信リンクは、例えば、デー
タ伝送およびモビリティ管理能力を容易にするためのプロトコルを含むＲ３参照点として
定義されることができる。コアネットワーク２０６は、モバイルＩＰホームエージェント
（ＭＩＰ－ＨＡ）２４４と、認証、許可、課金（ＡＡＡ）サーバ２４６と、ゲートウェイ
２４８とを含むことができる。前述の要素のそれぞれはコアネットワーク２０６の一部と
して示されているが、これらの要素のいずれか１つがコアネットワーク事業者以外の事業
体によって所有される、および／または動作される場合があることは理解されよう。
【００３８】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を担うことができ、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、
２０２ｃが様々なＡＳＮおよび／または様々なコアネットワーク間でローミングできるよ
うにすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ２４４は、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃ
に、インターネット２１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供し、ＷＴ
ＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることが
できる。ＡＡＡサーバ２４６は、ユーザ認証およびユーザサービスをサポートすることを
担うことができる。ゲートウェイ２４８は、他のネットワークとの網間接続を容易にする
ことができる。例えばゲートウェイ２４８は、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃに
、ＰＳＴＮ２０８などの回線交換ネットワークへのアクセスを提供し、ＷＴＲＵ２０２ａ
、２０２ｂ、２０２ｃと伝統的な固定通信デバイスとの間の通信を容易にすることができ
る。さらにゲートウェイ２４８は、ＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃにネットワー
ク２１２へのアクセスを提供することができ、ネットワーク２１２は、他のサービスプロ
バイダによって所有されるおよび／または運用される他の有線ネットワークまたは無線ネ
ットワークを含むことがある。
【００３９】
　図２Ｃには示されないが、ＲＡＮ２０４は、他のＡＳＮに接続可能であり、コアネット
ワーク２０６は、他のコアネットワークに接続可能であることは理解されよう。ＲＡＮ２
０４と他のＡＳＮとの間の通信リンクは、Ｒ４参照点として定義されることができ、Ｒ４
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参照点は、ＲＡＮ２０４と他のＡＳＮとの間のＷＴＲＵ２０２ａ、２０２ｂ、２０２ｃの
モビリティを調整するためのプロトコルを含むことができる。コアネットワーク２０６と
他のコアネットワークとの間の通信リンクは、Ｒ５参照点として定義されることができ、
Ｒ５参照点は、ホームコアネットワークと訪問先コアネットワークとの間の網間接続を容
易にするプロトコルを含むことができる。他のネットワーク２１２は、ＩＥＥＥ８０２．
１１ベースの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）２６０にさらに接続されるこ
とができる。ＷＬＡＮ２６０は、アクセスルータ２６５を含むことができる。アクセスル
ータは、ゲートウェイ機能を含むことができる。アクセスルータ２６５は、複数のアクセ
スポイント（ＡＰ）２７０ａ、２７０ｂと通信していることがある。アクセスルータ２６
５とＡＰ２７０ａ、２７０ｂとの間の通信は、有線のイーサネット（登録商標）（ＩＥＥ
Ｅ８０２．３規格）、または任意のタイプの無線通信プロトコルによることができる。Ａ
Ｐ２７０ａは、エアインターフェースを通じてＷＴＲＵ２０２ｄと無線通信している。
【００４０】
　パッシブスキャニング機構を改善して、ＦＩＬＳを容易にし、かつ／またはスキャニン
グに使用されるＭＡＣフレームの通信時間（airtime）占有を低減することが望ましい。
ＡＰは、完全なビーコンインスタンスの間に、本明細書では「ＦＩＬＳ探索（ＦＤ）フレ
ーム」と呼ばれるＭＡＣフレームを送信して、高速初期リンク設定のための高速ＡＰ／ネ
ットワーク探索をサポートすることができる。ＦＤフレームは、定期的におよび／または
不定期的に伝送されることができる。定期的に伝送される場合、ＦＤフレームの周期性は
変更されることがある。ＦＤフレームは、パブリックアクションフレームであり、次のう
ちの１つとすることができる：修正された測定パイロットフレーム、修正された短いビー
コンフレーム、または新しく設計されたＭＡＣパブリックアクションフレーム。
【００４１】
　ＦＤフレームは、５ＧＨｚ帯で（送信機の動的周波数選択（ＤＦＳ）所有権を与えられ
た）２０、４０、８０、１６０ＭＨｚのうちの２０ＭＨｚで非ＨＴ重複物理層コンバージ
ェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）として伝送され
ることができる。ＦＤフレームは次の情報項目を含むことができる：ＳＳＩＤ、能力、ア
クセスネットワークオプション、セキュリティ、ＡＰ構成変更カウント（ＣＣＣ）、ＡＰ
のネクストターゲットビーコン伝送時間（ＴＢＴＴ）、および隣接ＡＰの次のＴＢＴＴ。
【００４２】
　パッシブスキャニングの性能を改善する１つの手法は、ＳＴＡがプローブ要求フレーム
を送信することなくＡＰ／ネットワーク情報を取得することである。例は、測定パイロッ
ト（ＭＰ）フレームまたは短いビーコンフレームを使用することを含む。
【００４３】
　ＭＰフレームは、ビーコン間隔と比べて短い間隔でＡＰによって擬似定期的に伝送され
るコンパクトなパブリックアクションフレームである。ＭＰフレームは、ビーコンフレー
ムよりも少ない情報を提供して、要求される短い間隔を可能にする。ＭＰフレームは、パ
ッシブスキャニングによるＢＳＳの存在の高速探索でＳＴＡを支援する、ＳＴＡがパッシ
ブスキャニングによる隣接ＡＰ信号強度測定結果を迅速に収集することを可能にする、お
よびＳＴＡがプローブ要求を伝送できるようにするために使用される。
【００４４】
　ＭＰフレームの構成パラメータは、ＭＰに対するサポートのレベル、およびＭＰフレー
ム間隔を含む。図３は、ＭＡＣヘッダ３０２と、フレームボディ３０４と、ＦＣＳフィー
ルド３０６とを含んだ、ＭＰフレーム３００の例示的フォーマットを示す。ＭＡＣヘッダ
３０２は、フレーム制御フィールド３１０と、継続時間フィールド３１２と、宛先アドレ
スフィールド３１４と、発信元アドレスフィールド３１６と、ＢＳＳＩＤフィールド３１
８と、シーケンス制御フィールド３２０と、ＨＴ制御フィールド３２２とを含む。
【００４５】
　フレーム制御フィールド３１０は、プロトコルバージョンサブフィールド３３０と、タ
イプサブフィールド３３２と、サブタイプサブフィールド３３４と、ｔｏ分配システム（
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ＤＳ）サブフィールド３３６と、ｆｒｏｍ　ＤＳサブフィールド３３８と、追加フラグメ
ント（more fragments）サブフィールド３４０と、リトライ（retry）サブフィールド３
４２と、電力管理（power management）サブフィールド３４４と、追加データ（more dat
a）サブフィールド３４６と、保護フレーム（protected frame）サブフィールド３４８と
、オーダー（order）サブフィールド３５０とを含む。
【００４６】
　フレームボディ３０４は、アクションフレーム部分３６０と、１つまたは複数のベンダ
固有ＩＥ３６２と、オプションの管理メッセージ完全性符号（ＭＩＣ）要素３６４とを含
む。アクションフレーム部分３６０は、カテゴリフィールド３７０と、パブリックアクシ
ョンフィールド３７２と、能力情報フィールド３７４と、簡約された国文字列（country 
string）フィールド３７６と、動作クラス（operating class）フィールド３７８と、チ
ャネルフィールド３８０と、ＭＰ間隔フィールド３８２と、１つまたは複数のオプション
のサブ要素３８４とを含む。能力情報フィールド３７４は、スペクトル管理サブフィール
ド３９０と、短いスロット時間サブフィールド３９２と、予約済みサブフィールド３９４
とを含む。
【００４７】
　ＭＰフレームは、ＡＰによってブロードキャストされ、伝送は、擬似乱数的である。基
本的なＭＰ間隔は、ビーコン間隔よりも小さい。ＴＢＴＴからの最小ギャップを満たす目
標測定パイロット伝送時間（ＴＭＰＴＴ）ごとに、ＡＰは、アクセスカテゴリ音声（ＡＣ
＿ＶＯ）の拡張された分配チャネルアクセス（enhanced distributed channel access：
ＥＤＣＡ）パラメータを使用して、キューに入れられた他のフレームの前に、ＭＰフレー
ムを伝送のための次のフレームとしてスケジュールする。ＴＭＰＴＴとＴＢＴＴとの間の
最小ギャップは、ＭＰ間隔の２分の１である。ＴＭＰＴＴでは、ＡＰがＭＰフレームを送
信するのに媒体が利用できない場合、ＡＰは１ＭＰ間隔という最大期間の間、ＭＰ伝送を
遅らせ、次のＴＭＰＴＴで遅延ＭＰフレーム伝送をドロップする。
【００４８】
　ＭＰフレームは、ＦＤフレームとして機能することができるが、ＦＤフレームでは現在
のＭＰフレーム設計に存在するよりも多くの能力情報が搬送される必要があるので、それ
は適切ではない。この追加の能力情報は、例えば、完全なＴＢＴＴ／通常のＴＢＴＴを指
し示す時間ポインタフィールド、スキャン中のＳＴＡが通常のビーコンまたはプローブ要
求／応答を待つ必要がないように、リンク設定のための全ての不可欠な情報、隣接ＢＳＳ
動作パラメータの探索を可能にする、隣接ＢＳＳに関する情報、および他のＢＳＳのＦＩ
ＬＳビーコン伝送時間の情報を含むことができる。
【００４９】
　短いビーコンフレームは、詳細には、小さいチャネル帯域幅、例えば１ＭＨｚ、２ＭＨ
ｚなどを有するシステムにおいて、ビーコン伝送の媒体占有を低減し、したがって結果と
して低減された電力消費（低減されたＡＰ伝送時間および低減されたＳＴＡ受信時間）が
もたらされるように設計される。短いビーコンフレームは、長いビーコン間隔、例えば５
００ｍｓ（一般的に使用される１００ｍｓビーコン間隔よりも５倍長い）を可能にするが
、長いスリープ期間にあり、ランダム時間にウェイクアップする可能性があるＳＴＡ、例
えばマシンツーマシン（machine-to-machine）用途のメータ／センサに対して迅速な同期
を依然として実現することを意図される。
【００５０】
　完全なビーコンの同じオーバヘッドに対して、短いビーコンフレームフォーマットは、
ビーコンがより頻繁に伝送されることを可能にし、ランダム時間にウェイクアップする非
同期ＳＴＡに対する同期時間を改善し、迅速に同期することができる。短いビーコンフレ
ームは、ＡＰの存在をアドバタイズすること、ＳＴＡの同期、ＳＴＡに伝送させるために
必要とされる最小情報を共有すること、およびＴＩＭ（traffic indication map）などの
省電力表示（power saving indication）を含む、ビーコンの主要機能のための不可欠な
情報のみを搬送する。他の不可欠ではない情報は、完全なビーコンから、またはプローブ
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要求／応答機構を使用して、アソシエーションプロセス中に検索されることができる。
【００５１】
　図４は、フレーム制御フィールド４０２と、発信元アドレス（ＳＡ）フィールド４０４
と、タイムスタンプフィールド４０６と、変更シーケンスフィールド４０８と、次の完全
なビーコンの時間フィールド４１０と、圧縮されたＳＳＩＤフィールド４１２と、アクセ
スネットワークオプションフィールド４１４と、１つまたは複数のオプションのＩＥ４１
６と、ＦＣＳフィールド４１８とを含む、例示的な短いビーコンフレーム４００フォーマ
ットを示す。
【００５２】
　フレーム制御フィールド４０２は、バージョンサブフィールド４２０と、タイプサブフ
ィールド４２２と、サブタイプサブフィールド４２４と、次の完全なビーコン存在時間（
time of next full beacon present）サブフィールド４２６と、ＳＳＩＤ存在サブフィー
ルド４２８と、網間接続存在サブフィールド４３０と、ＢＳＳ帯域幅サブフィールド４３
２と、セキュリティサブフィールド４３４と、予約済みサブフィールド４３６とを含む。
サブフィールド４２６～４３０は、（図４では破線矢印で示されるように）対応するフィ
ールド４１０～４１４が短いビーコンフレーム４００に存在するかどうかを示すために使
用される。
【００５３】
　短いビーコンフレームの要件は、次の情報フィールドを備えた、１７バイトの最小フレ
ームサイズを含む：ＢＳＳ帯域幅、ＳＡ、タイムスタンプ、および変更シーケンス値。短
いビーコンフレームはまた、フレーム制御（ＦＣ）フィールドが次の完全なビーコンの時
間、圧縮されたＳＳＩＤ、およびアクセスネットワークオプションを示すための３ビット
のインジケータなど、オプションの情報フィールド、並びに様々なサイズを有するオプシ
ョンのＩＥを含むこともできる。
【００５４】
　短いビーコンフレームが設計された使用事例は、ＦＤフレーム使用事例とは異なるので
、短いビーコンフレームフォーマットは、ＦＤフレームを有して使用するのに適していな
い可能性がある。短いビーコンフレーム使用事例は、アソシエートされないＳＴＡ（例え
ば、長いスリープサイクルを有するメータおよびセンサ）と、アソシエートされるＳＴＡ
の両方を含み、レガシーＳＴＡをサポートする必要はない。より小さいチャネルサイズお
よびより長いビーコン間隔とともに（１００ｋｂｐｓもの）低伝送率のために、非常に高
い無線媒体占有が予測される。さらに、ＦＤフレーム使用事例は、主としてアソシエート
されないＳＴＡを含み、レガシーＳＴＡとの互換性を必要とし、より大きい従来のチャネ
ルサイズで作動する。さらに、様々な使用事例は、様々なフレーム内容をサポートする。
短いビーコンフレームでは、「変更シーケンス」情報を含むことが重要であり、それは、
アソシエートされるＳＴＡのＴＩＭを必要とするが、ＦＤフレーム使用事例は、「変更シ
ーケンス」値またはＴＩＭへのサポートを必要としない。
【００５５】
　現在のＭＡＣフレームフォーマットは、ＦＩＬＳ探索（ＦＤ）ＦＤフレームサイズを最
小化する、およびＦＩＬＳ対応のＡＰベースのＷＬＡＮシステムにおいてレガシー非ＡＰ
　ＳＴＡがＦＩＬＳ対応の非ＡＰ　ＳＴＡと共存することを可能にするという目的のため
に、ＦＩＬＳ探索（ＦＤ）フレームを設計する際に問題を提示する。
【００５６】
　ＦＤフレーム設計目的の１つは、無線媒体占有を低減することであり、これは、ＦＤフ
レームが小さいサイズを有する、好ましくはビーコンフレームよりも小さいことを必要と
する。例えば、ＷＬＡＮシステムトラフィック測定調査に基づいて、典型的なビーコンフ
レームボディサイズは、約１３０バイトであり、したがってＦＤフレームボディは、５０
バイト未満であることが望まれる。これは、２つの設計問題を課す、すなわちＦＤフレー
ム中の各内容項目に対して必要な情報を識別し、様々な長さ情報項目およびＦＤフレーム
中のオプションの情報項目を効率的にサポートする。
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【００５７】
　現在、情報要素（ＩＥ）は、可変長情報項目およびオプションの情報項目を符号化する
ために最も一般的に使用されるフォーマットである。各ＩＥに対して２バイトのオーバヘ
ッド、即ち、要素ＩＤフィールド（１バイト）および長さフィールド（１バイト）がある
。ＩＥはまた、長さフィールドによってそのサイズが指定された情報ボディフィールドも
含む。ＦＩＬＳ探索必須内容項目およびオプション内容項目とともに、ＳＳＩＤ（可変長
情報項目）と、６つの他のオプション情報項目とを含む、７つのＩＥが必要とされる（符
号化オーバヘッドのうちの１４バイト）。従って、可変長情報項目およびオプション情報
項目をサポートするために、ＦＤフレームにおいて、代替的符号化方式が必要とされる。
【００５８】
　次の情報は、高速ＡＰ／ネットワーク選択を容易にするために、ＦＤフレームに含まれ
ることが可能である：次のＴＢＴＴまでの時間、能力情報、ＢＳＳ負荷情報、セキュリテ
ィ情報、アクセスネットワークオプション、および隣接ＡＰ情報。
【００５９】
　ＴＢＴＴ情報は、現在、ＡＰとＳＴＡとの間で同期される共通クロックに基づいて時間
値として提供される。例えば、次のＴＢＴＴは、通常のビーコンフレーム中の２つのパラ
メータ、すなわち８バイトのタイムスタンプ、および２バイトのビーコン間隔フィールド
から導出されることが可能である。次のＴＢＴＴに必要なタイムスタンプ情報は、３バイ
トの次のＴＢＴＴ時間情報フィールドによって、ＡＰのタイムスタンプの下位３バイトを
使用して提供される。共通の同期されたクロックに基づいた時間値が使用されるとき、Ｓ
ＴＡが次のＴＢＴＴ時間情報を正しく解釈するために、ＡＰとＳＴＡとの間で同期が必要
とされる。ＦＤフレームは、初期リンク設定中にＳＴＡによって受信される最初のフレー
ムとなることを意図されるので、タイムスタンプベースのパラメータは、ＦＤフレームに
おいて次のＴＢＴＴ情報を示すために適切ではない。これらの欠点に対処するために、（
１つまたは複数の）代替的方法が必要とされる。
【００６０】
　次のＴＢＴＴまでの時間のインジケーションが、現在のＦＤフレームの伝送中のＡＰか
らの次の通常の完全なビーコンフレームの到着時間を示す。インジケーションは、時間単
位（ＴＵ）、すなわち、１０２４μｓの数で、１バイトを使用する。オフセット値は、現
在のＦＤフレーム伝送時間から参照される。
【００６１】
　能力情報は、高速ＡＰ／ネットワーク探索でＳＴＡを支援し、例えば短いプリアンブル
もしくはパケット型２値畳み込み符号（ＰＢＣＣ）などのＰＨＹ能力インジケーション、
セキュリティ能力インジケーション、ＥＳＳインジケータ、短い時間スロット、スペクト
ル管理情報およびＩＰ４／ＩＰｖ６インジケーションを含むが、これらに限定されない。
【００６２】
　既存ＢＳＳ負荷情報の多くは、ＢＳＳによって必要とされないことがある。従って、Ａ
Ｐ／ＢＳＳ負荷の単純なインジケーションが使用されることがある。例えば、ＡＰ／ＢＳ
Ｓの現在の負荷は、１バイト長もの短いフィールドに圧縮されることがあり、チャネル利
用、平均アクセス遅延、および／または現在のＡＰ負荷を正確に反映する他の測定を含む
。１つまたは２つのパラメータは、ＢＳＳ負荷をシグナルするのに十分であることがある
。一実施形態では、平均アクセス遅延またはチャネル利用のための１バイトのフィールド
が使用されることがある。別の実行では、平均アクセス遅延およびチャネル利用の両方の
ための１バイトのフィールドが使用されることが可能であり、５ビットが平均アクセス遅
延に使用され、３ビットがチャネル利用に使用される。
【００６３】
　セキュリティ情報は、２から４オクテットで表されることが可能なロバストセキュリテ
ィネットワーク要素（ＲＳＮＥ）と、プライバシー能力インジケーションとを含むことが
できる。
【００６４】
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　他のセキュリティ情報検討事項（considerations）は、追加のＦＩＬＳフィールドを含
むことによって対処されることが可能である。例えば、ＡＰは、それがＦＩＬＳ拡張可能
認証プロトコル（ＥＡＰ）および／またはＦＩＬＳ非ＥＡＰ認証など、最適化されたＦＩ
ＬＳ認証手順をサポートすることをアドバタイズすることができる。ＦＩＬＳ認証手順の
ＡＰのサポートは、ＲＳＮＥ能力フィールド中のビットを使用してフラグを立てられるこ
とが可能である。このような場合、追加フィールドがＲＳＮＥに追加されて、特定のＦＩ
ＬＳ認証手順（例えば、ＦＩＬＳ識別（identity）、暗号スイート（cryptographic suit
es）など）の追加属性を搬送することができる。
【００６５】
　アクセスネットワークオプションは、（アクセスネットワークタイプを含む）ＡＰ／ネ
ットワークによって提供されるアクセスサービスを示す。図５は、ＦＤフレームにおいて
この情報をシグナリングするために使用されることができるアクセスネットワークオプシ
ョン（ＡＮＯ）ＩＥ５００フォーマットを示す。アクセスネットワークオプションＩＥ５
００は、アクセスネットワークタイプフィールド５０２と、インターネットフィールド５
０４と、ＡＳＲＡ（additional step required for access）フィールド５０６と、ＥＳ
Ｒ（emergency services reachable）フィールド５０８と、ＵＥＳＡ（unauthenticated 
emergency service accessible）フィールド５１０とを含む。
【００６６】
　隣接ＡＰは、現在、そのＢＳＳＩＤ（６バイト）またはＳＳＩＤ（一般的には６から８
バイト、ただし３２バイトも可能）を使用して識別される。複数の隣接ＡＰが存在すると
き、隣接ＡＰ情報項目は、ＦＤフレームに隣接ＡＰ情報を含むことの有効性が、最小限の
必要情報が含まれて達成可能となるように、ＦＤフレームで整理される必要がある。
【００６７】
　隣接ＡＰ情報は、隣接ＡＰ／チャネルに関する情報を提供し、チャネルクラス、チャネ
ル数、次のＴＢＴＴ、および場合によりＢＳＳＩＤもしくはＳＳＩＤを含む。図６は、Ｆ
Ｄフレームで使用するための隣接ＡＰ　ＩＥ６００の例を示す。隣接ＡＰ　ＩＥ６００は
、要素ＩＤフィールド６０２と、長さフィールド６０４と、各隣接ＡＰのための情報６０
６とを含む。隣接ＡＰ６０６のための情報は、動作クラスフィールド６１０と、動作チャ
ネルフィールド６１２と、次のＴＢＴＴまでの時間フィールド６１４とを含む。
【００６８】
　次の情報は、ＡＰの存在をアドバタイズするために、ＦＤフレームに含まれることが可
能である：ＢＳＳＩＤ、圧縮されたＳＳＩＤおよびチャネル記述子。ＢＳＳＩＤは、各Ｂ
ＳＳを一意に識別し、インフラストラクチャＢＳＳのためのＡＰの６バイトのＭＡＣアド
レスである。ＢＳＳＩＤ中の情報は、ＦＤフレームのＭＡＣヘッダにおいて、ＳＡ（発信
元アドレス）フィールドまたはアドレス－３フィールドで搬送されることが可能である。
【００６９】
　圧縮されたＳＳＩＤは、拡張サービスセット（ＥＳＳ）または独立基本サービスセット
（ＩＢＳＳ）の識別情報を含む。完全なＳＳＩＤを知っているデバイスが、圧縮されたＳ
ＳＩＤを復号することによって、ＢＳＳの存在を探索することができる。ＳＳＩＤに対し
て標準化されたハッシュ関数が行われて、圧縮されたＳＳＩＤを作成することが可能であ
る。ある実装では、圧縮されたＳＳＩＤフィールドは、４バイト長である。
【００７０】
　チャネル記述子は、国、動作クラス、および動作チャネルによって指定される、動作チ
ャネルのためのチャネル周波数およびスペーシングを含む。国文字列は、ＳＴＡが動作し
ている国を識別し、簡約された国文字列（例えば、文字列中の初めの２バイト）がＦＤフ
レームに使用されることが可能である。動作クラスは、動作チャネルの動作クラスを識別
する。動作チャネルは、動作クラス内の動作チャネルを識別する。
【００７１】
　短いビーコンフレームに使用される短縮されたタイムスタンプ（ＡＰにおけるタイムス
タンプの最下位４バイト）は、ＦＤフレームに再使用されることが可能である。
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【００７２】
　ロバストセキュリティネットワーク要素（ＲＳＮＥ）を最適化することのいくつかのバ
ージョンについて、図７～図１２で説明する。これらの実施形態のいずれも、以下に開示
される実施形態と、特に図１５～図２６のいずれかに開示されるＦＤフレーム構造と、結
合できるものである。図７は、要素ＩＤフィールド７０２と、長さフィールド７０４と、
バージョンフィールド７０６と、グループデータ暗号化スイートフィールド７０８と、ペ
ア暗号化スイートカウントフィールド７１０と、ｍがペア暗号化スイートカウントを示す
、ペア暗号化スイートリストフィールド７１２と、認証および鍵管理（ＡＫＭ）スイート
カウントフィールド７１４と、ｎがＡＫＭスイートカウントを示す、ＡＫＭスイートリス
トフィールド７１６と、ＲＳＮ能力フィールド７１８と、ペアマスター鍵（ＰＭＫ）識別
子（ＰＭＫＩＤ）カウントフィールド７２０と、ｓがＰＭＫＩＤカウントを示す、ＰＭＫ
ＩＤリストフィールド７２２と、グループ管理暗号化スイートフィールド７２４とを含む
、ＲＳＮＥ７００フォーマットを示す。ＲＳＮＥは、最大２５５オクテットの長さとする
ことができ、それがＦＤフレームに含まれるには、ＲＳＮＥ最適化が必要とされる。言い
換えれば、図７～図１２に関する詳細な説明を参照すると、セキュリティフィールドは、
ＡＰによって使用される１つまたは複数のタイプのセキュリティを示す。
【００７３】
　図８は、固定長の４オクテットコーディングを使用するＦＤフレームで使用するための
最適化されたＲＳＮＥ８００を示す。ＲＳＮＥ８００は、４ビット長とすることができる
、グループデータ暗号化スイートフィールド８０２と、８ビット長とすることができ、最
大２ペアスイートを可能にするペア暗号化スイートリストフィールド８０４と、８ビット
長とすることができ、最大２ＡＫＭスイートを可能にするＡＫＭスイートリストフィール
ド８０６と、８ビット長とすることができる、最適化されたＲＳＮ能力フィールド８０８
と、４ビット長とすることができる、グループ管理暗号化スイートフィールド８１０とを
含む。ＲＳＮ能力フィールド８０８は、１ビット事前認証サブフィールドと、１ビット管
理フレーム保護要求サブフィールドとを含むことができる。ＲＳＮ能力フィールド８０８
の残りの６ビットは、ＦＩＬＳ認証手続きのＡＰサポートのためのフラグを含む、他の情
報、例えば１ビットＦＩＬＳ　ＥＡＰ認証フィールド、および１ビットＦＩＬＳ非ＥＡＰ
認証フィールドを搬送することができる。
【００７４】
　図９は、最大４オクテットの可変長コーディングを使用するＦＤフレームで使用するた
めの最適化されたＲＳＮＥ９００を示す。ＲＳＮＥ９００は、４ビット長とすることがで
きる、グループデータ暗号化スイートフィールド９０２と、２ビット長とすることができ
る、ペア暗号化スイートカウントフィールド９０４と、ペア暗号化スイートカウントフィ
ールド９０４の値によって決まる、０ビット、４ビット、または８ビット長とすることが
できる、ペア暗号化スイートリストフィールド９０６と、２ビット長とすることができる
、ＡＫＭスイートカウントフィールド９０８と、ＡＫＭスイートカウントフィールド９０
８の値によって決まる、０ビット、４ビット、または８ビット長とすることができる、Ａ
ＫＭスイートリストフィールド９１０と、４ビット長とすることができる、最適化された
ＲＳＮ能力フィールド９１２と、４ビット長とすることができる、グループ管理スイート
フィールドとを含む。ＲＳＮ能力フィールド９１２は、１ビット事前認証サブフィールド
と、１ビット管理フレーム保護要求サブフィールドと、１ビットＦＩＬＳ　ＥＡＰ認証サ
ブフィールドと、１ビットＦＩＬＳ非ＥＡＰ認証サブフィールドとを含むことができる。
【００７５】
　図１０は、４オクテットの固定長ビットマップコーディングを使用するＦＤフレームで
使用するための最適化されたＲＳＮＥ１０００を示す。ＲＳＮＥ１０００は、４ビット長
とすることができる、グループデータ暗号化スイートフィールド１００２と、８ビット長
とすることができ、最大８ペアスイート選択を可能にするペア暗号化スイートリストフィ
ールド１００４と、８ビット長とすることができ、最大８ＡＫＭスイート選択を可能にす
るＡＫＭスイートリストフィールド１００６と、８ビット長とすることができる、最適化



(18) JP 6042981 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

されたＲＳＮ能力フィールド１００８と、４ビット長とすることができる、グループ管理
スイートフィールドとを含む。ＲＳＮ能力フィールド１００８は、１ビット事前認証サブ
フィールドと、１ビット管理フレーム保護要求サブフィールドとを含むことができる。Ｒ
ＳＮ能力フィールド１００８の残りの６ビットは、ＦＩＬＳ認証手続きのＡＰサポートを
反映する、他の情報を搬送することができる。
【００７６】
　図１１は、固定長の２オクテットコーディングを使用するＦＤフレームで使用するため
の最適化されたＲＳＮＥ１１００を示す。ＲＳＮＥ１１００は、４ビット長とすることが
できる、結合されたグループおよびペア暗号化スイートフィールド１１０２と、４ビット
長とすることができる、ＡＫＭスイートリストフィールド１１０４と、４ビット長とする
ことができる、最適化されたＲＳＮ能力フィールド１１０６と、４ビット長とすることが
できる、グループ管理スイートフィールド１１０８とを含む。ペア暗号化スイートフィー
ルド１１０２は、グループデータとペアデータの両方を保護するために使用されるように
選択される暗号化スイートを表す。ＲＳＮ能力フィールド１１０６は、１ビット事前認証
サブフィールドと、１ビット管理フレーム保護要求サブフィールドと、１ビットＦＩＬＳ
　ＥＡＰ認証サブフィールドと、１ビットＦＩＬＳ非ＥＡＰ認証サブフィールドとを含む
ことができる。
【００７７】
　図１２は、固定長の２オクテットコーディングを使用するＦＤフレームで使用するため
の代替の最適化されたＲＳＮＥ１２００を示す。ＲＳＮＥ１２００は、４ビット長とする
ことができる、グループ暗号化スイートフィールド１２０２と、４ビット長とすることが
できる、ペア暗号化スイートリストフィールド１２０４と、４ビット長とすることができ
る、ＡＫＭスイートリストフィールド１２０６と、４ビット長とすることができる、グル
ープ管理暗号化スイートフィールド１２０８とを含む。ＲＳＮＥ１２００では、ＲＳＮ能
力フィールドは、ＦＤフレームに含まれない。
【００７８】
　ＲＳＮＥ７００～１２００では、暗号化スイートは、表１に示すように４ビットで表さ
れることが可能である。
【００７９】
【表１】

【００８０】
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　ＲＳＮＥ７００～１２００において、ＡＫＭスイートは、表２に示すように４ビットで
表されることが可能である。
【００８１】
【表２】

【００８２】
　ＰＨＹ固有の情報および電力制限を含む、次の情報は、ＦＤフレームに含まれて、ＳＴ
Ａが送信できるようにすることが可能である。ＰＨＹ固有の情報は、８０２．１１ｇ、８
０２．１１ｎ、および８０２．１１ａｃ　ＰＨＹ固有の情報を含む。８０２．１１ｇ　Ｐ
ＨＹ固有の情報は、拡張レートＰＨＹ（ＥＲＰ）ＩＥからの３ビット（NonERP_Present、
Use_Protection、およびBarker_Preamble_Mode）を含む。５つの予約済みビットは、能力
フィールド中の他の情報をシグナリングするために使用されることが可能である。
【００８３】
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　８０２．１１ｎ　ＰＨＹ固有の情報は、表３に示すように１バイト情報ボディに圧縮さ
れることが可能である短縮されたＨＴ能力要素を含むことができる。
【００８４】
【表３】

【００８５】
　８０２．１１ｎ　ＰＨＹ固有の情報は、プライマリチャネルフィールドのみを使用する
、１バイト情報ボディに圧縮されることが可能な短縮されたＨＴ動作要素もまた含むこと
ができる。オプションで、１ビットＳＴＡチャネル幅サブフィールドが含まれることが可
能であり、表３中の１予約済みビットが、オーバヘッドを保存するために再使用されるこ
とが可能である。
【００８６】
　図１３は、ＦＤフレームに使用するためのＨＴ　ＰＨＹ固有ＩＥ１３００の例を示す。
ＨＴ　ＰＨＹ固有ＩＥ１３００は、ＳＴＡによってサポートされるチャネル幅を示す、サ
ポートされるチャネル幅セットフィールド１３０２と、ＨＴグリーンフィールドフォーマ
ットを有するＰＰＤＵを受信するためのサポートを示す、ＨＴグリーンフィールドフィー
ルド１３０４と、ＳＴＢＣを使用したＰＰＤＵの伝送のサポートを示す伝送空間－時間ブ
ロックコーディング（ＳＴＢＣ）フィールド１３０６と、ＳＴＢＣを使用したＰＰＤＵを
受信するためのサポートを示す受信ＳＴＢＣフィールド１３０８と、予約済み部分１３１
０と、４０ＭＨｚ伝送が禁止されるかどうかを示す４０ＭＨｚ非許容フィールド１３１２
と、プライマリ動作チャネルを示すプライマリチャネルフィールド１３１４とを含む。
【００８７】
　８０２．１１ａｃ　ＰＨＹ固有の情報は、表４に示すように１バイト情報ボディに圧縮
されることが可能である短縮されたＶＨＴ能力要素を含むことができる。
【００８８】
【表４】

【００８９】
　８０２．１１ａｃ　ＰＨＹ固有の情報は、短縮されたＶＨＴ動作要素と、４バイト情報
ボディに圧縮されることが可能であるＨＴ動作要素とを含むこともできる。
【００９０】
　ＢＳＳ動作チャネル幅は、ＨＴ動作要素ＨＴ動作情報フィールド中のＳＴＡチャネル幅
サブフィールド、およびＶＨＴ動作要素ＶＨＴ動作情報フィールド中のチャネル幅サブフ
ィールドの組合せによって示されることができる。ＳＴＡチャネル幅サブフィールドは、
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上記の表４に示すように、１バイト情報ボディ中の他の項目で埋められる可能性がある。
【００９１】
　チャネライゼーションは、ＨＴ動作要素プライマリチャネルフィールドおよびＶＨＴ動
作要素ＶＨＴ動作情報フィールドチャネル中心周波数セグメント０およびチャネル中心周
波数セグメント１サブフィールドにおける情報の組合せを使用することによって、示され
ることが可能である。
【００９２】
　図１４は、ＦＤフレームに使用するためのＶＨＴ　ＰＨＹ固有ＩＥ１４００の例を示す
。ＶＨＴ　ＰＨＹ固有ＩＥ１４００は、ＶＨＴ能力要素から圧縮された要素を有する第１
の部分１４０２と、ＨＴ動作要素から圧縮された要素を有する第２の部分１４０４と、Ｖ
ＨＴ動作要素からの要素を有する第３の部分１４０６とを含む。第１の部分１４０２は、
サポートされるチャネル幅セットフィールド１４１０と、送信ＳＴＢＣフィールド１４１
２と、受信ＳＴＢＣフィールド１４１４とを含む。第２の部分１４０４は、ＳＴＡチャネ
ル幅フィールド１４１６と、予約済み部分１４１８と、プライマリチャネルフィールド１
４２０とを含む。第３の部分１４０６は、チャネル幅フィールド１４２２と、チャネル中
心周波数セグメント０フィールド１４１２と、チャネル中心周波数セグメント１フィール
ド１４２６とを含む。
【００９３】
　電力制限情報は、ＳＴＡが現在のチャネルにおけるローカル最大伝送電力を決定するこ
とを可能にする必要な情報を含む。ビーコンまたはプローブ応答フレーム中の１バイト電
力制限ＩＥは、ＦＤフレームにおいてこの情報を信号で伝えるために再使用されることが
可能である。
【００９４】
　上述のように、ＡＰは、完全なビーコンインスタンス間にＦＤフレームを送信して、高
速初期リンク設定のための高速ＡＰ／ネットワーク探索をサポートすることができる。こ
れに対応して、一実施形態は、完全なビーコンフレームのインスタンス間でＡＰからＦＤ
フレームを受信することと、受信されたＦＤフレームに基づいてＡＰとアソシエートする
かどうかを決定することとを含む、ワイヤレスステーションで使用する方法に関連する。
ＦＤフレームおよびそれが使用される方法のさらなる詳細について、図面を参照して、特
に上記で開示された実施形態に関連する特徴、および本発明の概念の範囲内で可能にされ
る特定の実施形態の特徴の様々な組合せを開示する図１５～図２６を参照して、以下に開
示する。上記の実施形態と結合できる特定の実施形態および以下に開示される他の特定の
実施形態によれば、ＦＤフレーム制御フィールドと呼ばれる制御フィールドは、ＦＤフレ
ームに導入されて、ＦＤフレームボディ中の内容項目の効率的な符号化をサポートする。
図１５は、ＦＤフレームヘッダ１５０２、ＦＤフレームボディ１５０４、およびＦＣＳフ
ィールド１５０６を含んだ、ＦＤフレーム１５００の例を示す。ＦＤフレームヘッダ１５
０２は、使用されるフレームフォーマットによって決まる、ＭＡＣ管理フレームヘッダと
、他のフレーミングフィールドとを含むことができる。ＦＤフレームボディ１５０４は、
ＦＤフレーム制御フィールド１５１０と、ＦＤフレーム内容１５１２とを含む。
【００９５】
　ＦＤフレーム制御フィールド１５１０は、ＦＤフレーム１５００を受信するＳＴＡが制
御フィールドを厳密に配置することができる限り、ＦＤフレームボディ１５０４中のいか
なる確定的場所（deterministic place）に配置されることも可能である。一実施形態で
は、ＦＤフレーム制御フィールド１５１０は、ＦＤフレームボディ１５０４中の最初の情
報フィールドとして配置されることが可能である。
【００９６】
　ＦＤフレーム制御フィールド１５１０は、ＦＤフレームボディ１５０４中の内容項目を
確定的に復号し、解釈する際に受信ＳＴＡをサポートするように使用される、１つまたは
複数の制御サブフィールドを含む。典型的な例は、ＦＤフレームボディ１５０４中のオプ
ション情報項目の存在を示すこと、およびＦＤフレームボディ１５０４に可変サイズの情
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報項目を入れることを含む。ある実装では、ＦＤフレーム制御フィールド１５１０は、特
定のＦＤフレームインスタンスにオプションの内容項目が存在するかどうかを示す１ビッ
トインジケータを含むことができる。１ビットインジケータを使用することは、その２バ
イトの符号化オーバヘッドを有するＩＥフォーマットと比べてより効率的な符号化方式で
ある。ＦＤフレーム制御フィールド１５１０は、ＦＤフレームボディ１５０４中の内容項
目のための必要とされる制御情報の全てを単一の制御フィールドに集め、一方、ＩＥフォ
ーマットは、制御情報を各内容項目に分配する。
【００９７】
　ＳＳＩＤ情報は、ＡＰがチャネル上のその存在をアドバタイズすることを可能にするた
めに、およびＳＴＡがアソシエーションを開始できるようにするために、ＦＤフレームに
おいて必要とされる。ＳＳＩＤ情報は、ＦＤフレームにあることを要求される唯一の情報
であり、ＦＤフレームに含まれるいかなる追加情報もオプションであることに留意された
い。現在、（０から３２バイト長である）完全なＳＳＩＤは、アソシエーションを開始す
るために必要とされる。初期リンク設定中、ＳＳＩＤ情報は、ＳＳＩＤ　ＩＥに符号化さ
れ、ビーコンおよびプローブ応答フレームでＳＴＡに提供される。
【００９８】
　ＳＳＩＤの最大サイズは３２バイトであるが、実際にはＳＳＩＤは、通常より小さいサ
イズ、例えば一般的には６から８バイトを有する。本明細書に開示する他の実施形態と結
合できる特定の実施形態によれば、可変長ＳＳＩＤ情報項目が、ＦＤフレームにおいてサ
ポートされることが可能である。この特定の実施形態が、ＦＤフレームに使用されるビッ
ト数の削減を可能にし、したがって、利用できる帯域幅リソースのより効率的な使用を可
能にする。分かれた制御サブフィールドが、ＦＤフレーム制御フィールドに含まれて、Ｓ
ＳＩＤ　ＩＥフォーマットを使用する代わりに、ＦＤフレームでＳＳＩＤの実際のサイズ
をシグナリングすることが可能である。ＦＤフレームのサイズを最小にするために、ＦＤ
フレーム中のＳＳＩＤ情報項目は、簡約されたフォーマット、例えば圧縮、一部切捨て（
truncated）などのフォーマットで送信されることが可能である。
【００９９】
　図１６Ａ～図１６Ｂは、ＦＤフレームのためのＳＳＩＤ情報項目設計の２つの例を示す
。図１６Ａは、ＦＤフレームヘッダ１６０２、ＦＤフレームボディ１６０４、およびＦＣ
Ｓフィールド１６０６を含んだ、ＦＤフレーム１６００を示す。ＦＤフレームヘッダ１６
０２は、使用されるフレームフォーマットによって決まる、ＭＡＣ管理フレームヘッダと
、他のフレーミングフィールドとを含むことができる。ＦＤフレームボディ１６０４は、
ＦＤフレーム制御フィールド１６１０と、ＳＳＩＤフィールド１６１２と、ＦＤフレーム
のための他の情報項目１６１４とを含む。他の情報項目１６１４はオプションであり、い
くつかの実施形態では、ＳＳＩＤフィールド１６１２のみが、ＦＤフレームボディ１６０
４に含まれる場合があることに留意されたい。
【０１００】
　ＦＤフレーム制御フィールド１６１０は、ＳＳＩＤ長さフィールド１６２０と、他の制
御サブフィールド１６２２とを含む。ＳＳＩＤ長さフィールド１６２０は、ＳＳＩＤフィ
ールド１６１２の実際のサイズをバイトで示すために使用される。この実施形態では、Ｓ
ＳＩＤは、典型的なサイズ範囲、すなわち０から３２バイトを保有する。
【０１０１】
　図１６Ｂは、ＦＤフレームヘッダ１６５２、ＦＤフレームボディ１６５４およびＦＣＳ
フィールド１６５６を含んだ、ＦＤフレーム１６５０を示す。ＦＤフレームヘッダ１６５
２は、使用されるフレームフォーマットによって決まる、ＭＡＣ管理フレームヘッダと、
他のフレーミングフィールドとを含むことができる。ＦＤフレームボディ１６５４は、Ｆ
Ｄフレーム制御フィールド１６６０と、ＳＳＩＤフィールド１６６２と、ＦＤフレームの
ための他の情報項目１６６４とを含む。他の情報項目１６６４はオプションであり、いく
つかの実施形態では、ＳＳＩＤフィールド１６６２のみが、ＦＤフレームボディ１６５４
に含まれる場合があることに留意されたい。
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【０１０２】
　ＦＤフレーム制御フィールド１６６０は、ＳＳＩＤインジケータサブフィールド１６７
０と、ＳＳＩＤ長さサブフィールド１６７２と、他の制御サブフィールド１６７４とを含
む。ＳＳＩＤインジケータサブフィールド１６７０はＳＳＩＤフィールド１６６２が完全
なＳＳＩＤ、または簡約されたＳＳＩＤを含んでいるかどうかを示すために使用される。
一実施形態では、ＳＳＩＤインジケータサブフィールド１６７０は、１ビットインジケー
タとして実行されることが可能であるが、他のタイプのインジケータが使用されてもよい
。ＳＳＩＤ長さサブフィールド１６７２は、ＳＳＩＤフィールド１６６２の長さをバイト
で示すために使用される。この実施形態では、ＳＳＩＤは、一部を切り捨てられた範囲で
、例えば０から８バイトまでで提示されている。
【０１０３】
　ＳＴＡがアソシエーションを開始するために、完全なＳＳＩＤが必要とされるので、（
例えば、圧縮されたＳＳＩＤまたは一部を切り捨てられたＳＳＩＤを含むことができる）
簡約されたいかなるＳＳＩＤも、もとのその完全なＳＳＩＤに確定的にマップされる必要
がある。送信機側でＳＳＩＤを簡約するまたは圧縮するためのいくつかのオプションがあ
り、受信機側でＳＳＩＤをマップするまたは展開するためのいくつかのオプションがある
。選択される特定のオプションは、ＦＤフレーム１６５０の内容に影響を与えない。
【０１０４】
　本明細書に開示される他の実施形態と、特に図１６に関連して開示される特定の実施形
態と結合できる特定の実施形態によれば、ＦＤフレーム中の能力情報項目は、次の特徴を
含む。それは、初期リンク設定におけるＡＰ／ネットワーク探索中にＳＴＡがＡＰ／ネッ
トワークの選択を解除する（de-select）のに必要なＡＰ／ネットワーク能力情報の最小
セットを含む。既存の２バイト能力フィールドは、開始点としてこの状況で使用されるよ
うに修正されることが可能であり、ＦＤフレーム使用に不必要なサブフィールドを除去す
る。例えば、サポートされる最低レート、ＰＨＹタイプ、（１つまたは複数の）ＰＨＹモ
ード、ＩＰｖ４／ＩＰｖ６サポートなど、ＦＤフレーム関連情報項目が追加される。ＦＤ
フレーム制御フィールド中の１ビットインジケータが使用されて、ＦＤフレームにおける
能力情報項目の存在を示すことができる。
【０１０５】
　図１７は、３バイト長ＦＤ能力情報項目を含むＦＤフレーム１７００の例を示す。ＦＤ
フレーム１７００は、ＦＤフレームヘッダ１７０２と、ＦＤフレームボディ１７０４と、
ＦＣＳフィールド１７０６とを含む。ＦＤフレームボディ１７０４は、ＦＤフレーム制御
フィールド１７１０と、ＳＳＩＤフィールド１７１２と、ＦＤ能力フィールド１７１４と
、他の情報項目１７１６とを含む。他の情報項目１７１６はオプションであり、いくつか
の実施形態では、他の情報項目１７１６は、ＦＤフレームボディ１７０４から省略される
場合があることに留意されたい。
【０１０６】
　特定の実施形態によれば、ＦＤフレーム制御フィールド１７１０は、ＳＳＩＤ長さサブ
フィールド１７２０と、ＦＤ能力フィールド１７１４がＦＤフレーム１７００に存在する
かどうかを示す能力プレゼンスインジケータフィールド１７２２と、他の制御サブフィー
ルド１７２４とを含む。
【０１０７】
　特定の実施形態によれば、ＦＤ能力フィールドは、ＥＳＳサブフィールド１７３０と、
ＩＢＳＳサブフィールド１７３２と、無競合（ＣＦ）ポーリング可能サブフィールド１７
３４と、ＣＦ－Ｐｏｌｌ要求サブフィールド１７３６と、プライバシーサブフィールド１
７３８と、短いプリアンブルサブフィールド１７４０と、インターネットプロトコル（Ｉ
Ｐ）ｖ４サポートサブフィールド１７４２と、ＩＰｖ６サポートサブフィールド１７４４
と、スペクトル管理サブフィールド１７４６と、ＱｏＳサブフィールド１７４８と、短い
スロットタイムサブフィールド１７５０と、第１の予約済みサブフィールド１７５２と、
無線管理サブフィールド１７５４と、第２の予約済みサブフィールド１７５６と、遅延ブ
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ロックＡＣＫサブフィールド１７５８と、即時ＡＣＫサブフィールド１７６０と、ＰＨＹ
タイプサブフィールド１７６２と、サポートされる最低レートサブフィールド１７６４と
を含む。言い換えれば、能力フィールドは、ＡＰのための能力情報を含む。
【０１０８】
　上述の特徴に基づいて、ＦＤ能力フィールド１７１４の代替的設計が、生成されること
が可能である。例えば、サポートされる最低レートサブフィールド１７１６は、この情報
は最小必須レートとしてＰＨＹタイプサブフィールド１７６２から推論されることが可能
であると仮定して、削除されることが可能である。さらに、サポートされる最低レートサ
ブフィールド１７６４は、予め定義された単位で、例えば０．５Ｍｂｐｓ、１Ｍｂｐｓな
どの刻みで、数値として符号化されることが可能である。
【０１０９】
　ＱｏＳサブフィールド１７４８は、ＡＰ／ネットワーク初期選択解除のための十分な情
報を提供することができるので、ＣＦポーリング可能サブフィールド１７３４およびＣＦ
－Ｐｏｌｌ要求サブフィールド１７３６は、ＦＤ能力フィールド１７１４では必要とされ
ないことがある。
【０１１０】
　ＡＣＫ関連能力、例えば遅延ブロックＡＣＫサブフィールド１７５８および即時ＡＣＫ
サブフィールド１７６０は、ＦＤフレーム１７００など、第１のＡＰからＳＴＡへのメッ
セージの代わりにリンク設定中に後のメッセージにおいて信号で伝えられることが可能で
ある。これは、遅延ブロックＡＣＫおよび即時ＡＣＫのための２ＦＤ能力ビットが「予約
される」または他の能力インジケーションのために使用されることを可能にする。
【０１１１】
　さらに、ＦＤ能力フィールド１７１４（例えば、第１の予約済みサブフィールド１７５
２、および第２の予約済みサブフィールド１７５６）に現在予約されているビットは、新
しいシステム能力、例えば新しいレイヤ３プロトコル能力を示すために将来使用される可
能性がある。
【０１１２】
　本明細書に開示される他の実施形態と結合できる特定の実施形態により、また図７～図
１２に関連する詳細な説明を参照して、ＦＤセキュリティ情報項目は、固定長または可変
長を有することがある。固定長ＦＤセキュリティ情報項目は、４バイト長とすることがで
きるが、任意の固定長が使用されてもよい。最小セットの必要なセキュリティ情報が含ま
れて、ＳＴＡが初期リンク設定におけるＡＰ／ネットワーク探索中にＡＰ／ネットワーク
の選択を解除することを可能にする。既存のＲＳＮＥは、そのサイズをより小さくするよ
うに修正されることが可能である。例えば、ＲＳＮ能力サブフィールドは、その実際の使
用およびＦＤフレーム固有の検討事項を反映するように再設計されることが可能である。
ペアスイートおよびＡＫＭスイートの数は、例えばそれぞれ２に制限されることがある。
暗号化スイートおよびＡＫＭスイートを識別する４ビット符号が使用されることがある。
ＰＭＫＩＤカウントおよびＰＭＫＩＤリストフィールドは、取り除かれることがある。
【０１１３】
　ＦＤセキュリティ情報項目は、例えばＦＩＬＳ高速ＥＡＰによる認証、ＦＩＬＳ　ＥＡ
Ｐ再認証プロトコル（ＲＰ）による認証、ＦＩＬＳ非ＥＡＰ高速認証、および第三者なし
のＦＩＬＳ高速認証など、ＦＩＬＳ認証方法サポートのために、セキュリティ能力インジ
ケータもまた含むことができる。他のタイプのインジケータが使用されることも可能であ
るが、ＦＤフレーム制御フィールド中の１ビットインジケータが使用されて、ＦＤフレー
ム中のセキュリティ情報項目の存在を示すことが可能である。
【０１１４】
　図１８は、４バイトＦＤセキュリティ情報項目を含むＦＤフレーム１８００の例を示す
。ＦＤフレーム１８００は、ＦＤフレームヘッダ１８０２と、ＦＤフレームボディ１８０
４と、ＦＣＳフィールド１８０６とを含む。ＦＤフレームボディ１８０４は、ＦＤフレー
ム制御フィールド１８１０と、ＳＳＩＤフィールド１８１２と、ＦＤ能力フィールド１８
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１４と、ＡＰによって提供されるアクセスサービスを示すアクセスネットワークオプショ
ン（ＡＮＯ）フィールド１８１６と、ＦＤセキュリティフィールド１８１８と、他の情報
項目１８２０とを含む。他の情報項目１８２０はオプションであり、いくつかの実施形態
では、他の情報項目１８２０は、ＦＤフレームボディ１８０４から省略される場合がある
ことに留意されたい。上記に示すように、ＡＮＯフィールドは、アクセスネットワークタ
イプフィールド、アクセスフィールドに要求される追加ステップ、緊急サービス到達可能
フィールド（emergency services reachable field）または非認証緊急サービスアクセス
可能フィールド（unauthenticated emergency services accessible field）のうちの、
いずれか１つまたは複数を含むことが好ましい。
【０１１５】
　本明細書に開示される他の実施形態と結合できる特定の実施形態によれば、ＦＤフレー
ム制御フィールド１８１０は、ＳＳＩＤ長さサブフィールド１８３０と、能力プレゼンス
インジケータフィールド１８３２と、対応するＡＮＯフィールドがＦＤフレームに存在す
るかどうかを示すＡＮＯプレゼンスインジケータサブフィールド１８３４と、対応するセ
キュリティフィールドがＦＤフレーム内容に存在するかどうかを示すセキュリティプレゼ
ンスインジケータサブフィールド１８３６と、他の制御サブフィールド１８３８を含む。
【０１１６】
　ＦＤセキュリティフィールド１８１８は、グループデータ暗号化スイートセレクタサブ
フィールド１８４０と、グループ管理暗号化スイートセレクタサブフィールド１８４２と
、ペア暗号化スイートセレクタ１サブフィールド１８４４と、ペア暗号化スイートセレク
タ２サブフィールド１８４６と、ＡＫＭスイートセレクタ１サブフィールド１８４８と、
ＡＫＭスイートセレクタ２サブフィールド１８５０と、ＦＤ　ＲＳＮ能力サブフィールド
１８５２とを含む。ＦＤ　ＲＳＮ能力サブフィールド１８５２は、事前認証インジケータ
サブフィールド１８６０と、管理フレーム保護要求（management frame protection requ
ired）インジケータサブフィールド１８６２と、ＦＩＬＳ高速ＥＡＰインジケータサブフ
ィールド１８６４と、ＦＩＬＳ　ＥＡＰーＲＰインジケータサブフィールド１８６６と、
ＦＩＬＳ非ＥＡＰインジケータサブフィールド１８６８と、第三者なしのＦＩＬＳ認証イ
ンジケータサブフィールド１８７０と、管理フレーム保護対応インジケータサブフィール
ド１８７２と、完全転送秘密（perfect forward secrecy）インジケータサブフィールド
１８７４とを含む。一実施形態では、インジケータサブフィールドのそれぞれは、１ビッ
トインジケータとすることができるが、他のタイプのインジケータが使用されてもよい。
【０１１７】
　上述の特徴に基づいて、ＦＤセキュリティフィールド１８１８の代替的設計が、生成さ
れることが可能である。例えば、１つのＡＫＭスイートセレクタが、ＡＰ／ネットワーク
初期選択解除のために十分な情報を提供すると仮定する場合、ＦＤセキュリティフィール
ド１８１８は、２つの代わりに、１つのＡＫＭスイートセレクタを含むことができる。
【０１１８】
　可変長ＦＤセキュリティ情報項目は、固定長変形物と同様の情報を含むが、その可変長
に反映する次の変化を有する。可変長セキュリティフィールド（ＲＳＮＥ）が使用される
ことが可能であり、その長さは、例えば０から６オクテットとすることができる。ＲＳＮ
Ｅフィールド内のオプションのＲＳＮ能力（ＲＳＮＣ）サブフィールドもまた、可変長を
有し、例えば０から３オクテットとすることができる。ペアスイートおよびＡＫＭスイー
トの数は、例えばそれぞれ最大２に制限されることが可能である。
【０１１９】
　図１９は、可変長ＦＤセキュリティ情報項目を含むＦＤフレーム１９００の例を示す。
ＦＤフレーム１９００は、ＦＤフレームヘッダ１９０２と、ＦＤフレームボディ１９０４
と、ＦＣＳフィールド１９０６とを含む。ＦＤフレームボディ１９０４は、ＦＤフレーム
制御フィールド１９１０と、ＳＳＩＤフィールド１９１２と、ＦＤ能力フィールド１９１
４と、ＡＮＯフィールド１９１６と、ＦＤセキュリティフィールド１９１８と、他の情報
項目１９２０とを含む。他の情報項目１９２０はオプションであり、いくつかの実施形態
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では、他の情報項目１９２０は、ＦＤフレームボディ１９０４から省略される場合がある
ことに留意されたい。
【０１２０】
　ＦＤフレーム制御フィールド１９１０は、ＳＳＩＤ長さサブフィールド１９３０と、能
力プレゼンスインジケータサブフィールド１９３２と、ＡＮＯプレゼンスインジケータサ
ブフィールド１９３４と、セキュリティプレゼンスインジケータサブフィールド１９３６
と、他の制御サブフィールド１９３８とを含む。
【０１２１】
　ＦＤセキュリティフィールド１９１８は、ＲＳＮＥ長さサブフィールド１９４０と、Ｒ
ＳＮＣ長さサブフィールド１９４２と、グループデータ暗号化スイートセレクタサブフィ
ールド１９４４と、ペア暗号化スイートセレクタ１サブフィールド１９４６と、ＡＫＭス
イートセレクタ１サブフィールド１９４８とを含む。
【０１２２】
　ＦＤセキュリティフィールド１９１８はオプションで、可変長ＦＤ　ＲＳＮ能力サブフ
ィールド１９５０と、ペア暗号化スイートセレクタ２サブフィールド１９５２と、ＡＫＭ
スイートセレクタ２サブフィールド１９５４と、グループ管理暗号化スイートセレクタサ
ブフィールド１９５６とを含む。ＦＤ　ＲＳＮ能力サブフィールド１９５０は、事前認証
サブフィールド１９６０と、管理フレーム保護要求サブフィールド１９６２と、管理フレ
ーム保護対応サブフィールド１９６４と、ＦＩＬＳ高速ＥＡＰサブフィールド１９６６と
、ＦＩＬＳ　ＥＡＰーＲＰサブフィールド１９６８と、ＦＩＬＳ非ＥＡＰサブフィールド
１９７０と、第三者なしのＦＩＬＳ認証サブフィールド１９７２と、完全転送秘密サブフ
ィールド１９７４と、予約済みサブフィールド１９７６とを含む。
【０１２３】
　図１９では、サブフィールド１９５０～１９５６および１９７６が、破線の輪郭線で示
され、これらがＦＤフレーム１９００中のオプションの項目であることを示す。ＦＤ　Ｒ
ＳＮ能力サブフィールド１９５０がＦＤフレーム１９００に含まれる限り、サブフィール
ド１９６０～１９７４は必須であるが、予約済みサブフィールド１９７６は依然としてオ
プションである。
【０１２４】
　ＴＢＴＴ情報は、一般的に、ＡＰとＳＴＡとの間で同期される共通クロックに基づいて
タイムスタンプ値として提供される。しかし、タイムスタンプ情報は、ＦＤフレームに存
在すると考えられない。さらに、ＦＤフレームは、初期リンク設定でＳＴＡによって受信
される最初のフレームとなるよう意図される。従って、タイムスタンプに基づくパラメー
タは、ＦＤフレームにおいて次のＴＢＴＴ情報を示すのに適切な方法ではない。
【０１２５】
　ＡＰとＳＴＡとの間の同期を求めることなく、次のＴＢＴＴ情報をシグナリングするに
は、ＦＤフレーム伝送時間と次のビーコンフレーム伝送時間との間の時間オフセットの１
バイトオフセット値が、ＦＤフレーム中のＦＤ　ＡＰの次のＴＢＴＴ情報項目として使用
されることが可能である。オフセット値は、時間単位（ＴＵ）の時間、例えば１０２４μ
ｓである。１ビットインジケータは、ＦＤフレーム制御フィールドで使用されて、ＦＤフ
レームにおけるＡＰの次のＴＢＴＴ情報フィールドの存在を示すことができる。
【０１２６】
　図２０は、ＡＰの次のＴＢＴＴ情報項目を含むＦＤフレーム２０００の例を示す。本明
細書に開示される他の実施形態と結合できる、この特定の実施形態によれば、ＦＤフレー
ム２０００は、ＦＤフレームヘッダ２００２と、ＦＤフレームボディ２００４と、ＦＣＳ
フィールド２００６とを含む。ＦＤフレームボディ２００４は、ＦＤフレーム制御フィー
ルド２０１０と、ＳＳＩＤフィールド２０１２と、ＦＤ能力フィールド２０１４と、ＡＮ
Ｏフィールド２０１６と、ＦＤセキュリティフィールド２０１８と、ＡＰ構成パラメータ
のセットが変わった回数を示すＡＰ構成変更カウント（ＣＣＣ）フィールド２０２０と、
ＡＰからの次の完全なビーコンフレームの伝送時間を示すＦＤ　ＡＰ次のＴＢＴＴ（ＡＮ
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Ｔ）フィールド２０２２と、他の情報項目２０２４とを含む。他の情報項目２０２４はオ
プションであり、いくつかの実施形態では、他の情報項目２０２４は、ＦＤフレームボデ
ィ２００４から省略される場合があることに留意されたい。
【０１２７】
　特定の実施形態によれば、ＦＤフレーム制御フィールド２０１０は、ＳＳＩＤ長さサブ
フィールド２０３０と、能力プレゼンスインジケータサブフィールド２０３２と、ＡＮＯ
プレゼンスインジケータサブフィールド２０３４と、セキュリティプレゼンスインジケー
タサブフィールド２０３６と、対応するＡＰ構成変更カウントフィールドがＦＤフレーム
内容に存在するかどうかを示すＡＰ　ＣＣＣプレゼンスインジケータサブフィールド２０
３８と、対応するＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドがＦＤフレーム内
容に存在するかどうかを示すＡＮＴプレゼンスインジケータサブフィールド２０４０と、
他の制御サブフィールド２０４２とを含む。
【０１２８】
　ＷＬＡＮリンクを設定しようと試みるＳＴＡが、チャネルをスキャンし、伝送中のＡＰ
の次のＴＢＴＴ情報を含んだＦＤフレームを受信する。ＳＴＡがＡＰからのさらなる情報
を引き続き必要とする場合、それは、受信した次のＴＢＴＴ情報を使用して、次に何をす
べきかに関する知的決定（intelligent decision）を行うことができる。例えば、次のＴ
ＢＴＴ情報がＳＴＡに、次のＴＢＴＴまでに比較的長い間隔がある（例えば、５０ｍｓを
超える）ことを伝える場合、ＳＴＡは、省電力状態に入るか、または別のチャネルをスキ
ャンすることに切り替えて、次のＴＢＴＴまでにこのチャネルに戻る。次のＴＢＴＴ情報
が、短い時間間隔（例えば、２０ｍｓ未満）でビーコンフレーム伝送が行われることにな
ると示す場合、ＳＴＡは、このチャネルを監視し続けることを決定して、次のビーコンフ
レームを受信する、または省電力状態に入り、次のビーコンフレームに間に合うようにこ
のチャネルに戻る。さらに、ＦＤフレームで提供される次のＴＢＴＴ情報は、プローブ要
求伝送の数を効果的に削減することができる。
【０１２９】
　ＦＤ隣接ＡＰ情報項目は、初期リンク設定中に複数のＡＰ／チャネルの高速スキャニン
グを容易にすることを意図される。ＦＤ隣接ＡＰ情報項目に対して、２つの基本的な設計
課題、すなわち、隣接ＡＰをどのように識別するか、および、隣接ＡＰに関するどの情報
がＦＤフレームにおいて必要とされるかという課題がある。ＦＤフレーム中の他の情報と
同様に、ＦＤ隣接ＡＰ情報項目のサイズを小さく維持することが望ましい。
【０１３０】
　各隣接ＡＰに対する隣接ＡＰの次のＴＢＴＴは、ＦＤフレームにおいて必要とされる最
小限の情報である。ＳＴＡとＡＰとの間の非同期状態により、ＦＤフレームが受信される
とき、伝送中のＡＰのタイムスタンプまたは隣接ＡＰのタイムスタンプからの値が、隣接
ＡＰの次のＴＢＴＴを示すために使用されることは可能ではない。したがって、ＦＤフレ
ーム伝送時間と隣接ＡＰのＴＢＴＴとのオフセット時間値が使用されることがある。隣接
ＡＰの情報は、隣接ＡＰとの、または第三者、例えば非ＡＰ　ＳＴＡもしくは他のネット
ワーク要素との通信を通して、伝送中のＡＰによって収集されることが可能である。伝送
中のＡＰが、隣接ＡＰのＴＢＴＴに関する適切な情報を有し、ＦＤフレーム伝送に情報を
含めることを決定するとき、それは、そのシステムクロック時間値、推定されるＦＤフレ
ーム伝送時間、および事前に収集された隣接ＡＰのＴＢＴＴ情報に基づいて、ＦＤフレー
ム伝送時間と隣接ＡＰの次のＴＢＴＴとのオフセット値を計算する。言い換えれば、上に
開示される実施形態と結合できる特定の実施形態により、また特に図１５～図１９に関連
して、ＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオフ
セット値として表される。
【０１３１】
　２つのパラメータ、動作クラスおよびチャネル数が、隣接ＡＰを識別するために使用さ
れることが可能である。動作クラスは、隣接ＡＰの動作クラスを指定する１バイト列挙値
とすることができる。チャネル数は、隣接ＡＰの動作クラス内の動作チャネルを指定する
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１バイト列挙値とすることができる。
【０１３２】
　ＦＤフレームのサイズを小さく維持しようと試みながら、十分な量の隣接情報を提供す
るために、隣接ＡＰ情報項目に含まれる隣接数は、例えば最大２つの隣接ＡＰに限定され
ることが可能である。ＦＤ隣接ＡＰ情報項目の存在および含まれる隣接ＡＰの数を示すた
めに、ＦＤフレーム制御フィールド中の制御サブフィールドが、使用されることが可能で
あり、そのサイズは、ＦＤ隣接ＡＰ情報項目における隣接ＡＰの最大許容数によって決ま
る。例えば、隣接ＡＰの最大許容数がｋである場合、ｎが２ｎ≧（ｋ＋１）を満たす最小
の整数であるとすると、ｎビット制御サブフィールドが必要とされる。
【０１３３】
　図２１は、ＦＤ隣接ＡＰ情報項目を含むＦＤフレーム２１００の例を示す。本明細書に
開示される他の実施形態と結合できる特定の実施形態によれば、ＦＤフレーム２１００は
、ＦＤフレームヘッダ２１０２と、ＦＤフレームボディ２１０４と、ＦＣＳフィールド２
１０６とを含む。ＦＤフレームボディ２１０４は、ＦＤフレーム制御フィールド２１１０
と、ＳＳＩＤフィールド２１１２と、ＦＤ能力フィールド２１１４と、ＡＮＯフィールド
２１１６と、ＦＤセキュリティフィールド２１１８と、ＣＣＣフィールド２１２０と、Ｆ
Ｄ　ＡＮＴフィールド２１２２と、隣接ＡＰ情報フィールド２１２４と、他の情報項目２
１２６とを含む。他の情報項目２１２６はオプションであり、いくつかの実施形態では、
他の情報項目２１２６は、ＦＤフレームボディ２１０４から省略される場合があることに
留意されたい。
【０１３４】
　特定の実施形態によれば、ＦＤフレーム制御フィールド２１１０は、ＳＳＩＤ長さサブ
フィールド２１３０と、能力プレゼンスインジケータサブフィールド２１３２と、ＡＮＯ
プレゼンスインジケータサブフィールド２１３４と、セキュリティプレゼンスインジケー
タサブフィールド２１３６と、ＣＣＣプレゼンスインジケータサブフィールド２１３８と
、ＡＮＴプレゼンスインジケータサブフィールド２１４０と、対応する隣接ＡＰ情報フィ
ールドがＦＤフレーム内容に存在するかどうかを示す、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケ
ータサブフィールド２１４２と、他の制御サブフィールド２１４４とを含む。隣接ＡＰ情
報プレゼンスインジケータサブフィールド２１４２は、隣接ＡＰ情報が存在するかどうか
、および隣接ＡＰ情報フィールド２１２４に含まれる隣接ＡＰの数を示すように使用され
る。
【０１３５】
　ある実装では、隣接ＡＰ情報フィールド２１２４は、最大２の隣接ＡＰ２１５０ａおよ
び２１５０ｂのための隣接ＡＰ情報を含む。隣接ＡＰ情報２１５０は、隣接ＡＰ情報フィ
ールドの各隣接ＡＰのための、動作クラスサブフィールド２１５２と、チャネル数サブフ
ィールド２１５４と、次のＴＢＴＴオフセットサブフィールド２１５６とを含む。隣接Ａ
Ｐの動作クラスおよびチャネル数は、伝送中のＡＰの動作チャネルと同じであることがあ
り、その場合隣接ＡＰは、同じチャネル上で動作している。同様に、複数の隣接ＡＰが含
まれるとき、それらのいくつかは、動作クラスおよびチャネル数に対して同じパラメータ
値を有するが、異なる次のＴＢＴＴオフセット値を持つことがある。
【０１３６】
　図２０に関連して開示される実施形態と有利に結合できる特定の実施形態によれば、各
ネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、対応する隣接ＡＰからの次の完全な
ビーコンフレームの伝送時間を示す。上記の実施形態と有利に結合できる別の特定の実施
形態によれば、ネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対する
オフセット値として表されることがある。さらに、図２０を参照すると、特定の実施形態
によれば、オフセット値は、時間単位の数として表される。
【０１３７】
　含まれる隣接ＡＰは、全ての隣接ＡＰの中から、互いに対する、および現在のＡＰの次
のＴＢＴＴオフセットに対する、それらの次のＴＢＴＴオフセットに基づいて、選択され
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ることができる。例えば、最大２つの隣接ＡＰのＴＢＴＴ情報、プラス伝送中のＡＰの次
のＴＢＴＴ情報とともに、最大３つのＡＰのＴＢＴＴ情報がＦＤフレームに含まれる。Ｔ
は、典型的なチャネルスキャニング時間に、スキャニングプロセス中にチャネルを切り替
えるために使用される時間を加えたものを示すと仮定する。２つの隣接ＡＰ、ＡＰ－ａお
よびＡＰ－ｂは、ＡＰ－ａの次のＴＢＴＴ（ＴＢＴＴ－ａ）およびＡＰ－ｂの次のＴＢＴ
Ｔ（ＴＢＴＴ－ｂ）が互いからおよび送信中のＡＰの次のＴＢＴＴから予め定義された間
隔、例えばＴを有して離れるように、隣接ＡＰの中から選択されることが可能である。Ｆ
Ｄフレーム伝送時間と選択された隣接ＡＰの次のＴＢＴＴとのオフセットの合計は、任意
の他の選択された隣接ＡＰ以下である。
【０１３８】
　他の代替的隣接ＡＰ選択方式が使用されることもできる。例えば、ＦＤフレームを伝送
するＡＰは、隣接ＡＰのトラフィック負荷、信号強度、セキュリティ機能、能力などに基
づいて、そのＦＤ隣接ＡＰ情報項目に含まれる隣接ＡＰを選択することができる。
【０１３９】
　上述の情報項目に加えて、他の情報項目が、必須フィールドまたはオプションフィール
ドとして、ＦＤフレームに含まれてさらなる情報をＳＴＡに提供し、ＳＴＡが初期リンク
設定を改善することを可能にすることができる。同様に、対応する制御サブフィールドが
、ＦＤフレーム制御フィールドに含まれて、情報項目の復号化および解釈、すなわちそれ
らがオプション情報項目であるかどうか、およびそれらが可変サイズであるかどうかをサ
ポートすることができる。
【０１４０】
　図２２は、ＦＤフレーム２２００の例を示す。ＦＤフレーム２２００は、ＦＤフレーム
ヘッダ２２０２と、ＦＤフレームボディ２２０４と、ＦＣＳフィールド２２０６とを含む
。ＦＤフレームボディ２２０４は、ＦＤフレーム制御フィールド２２１０と、ＳＳＩＤフ
ィールド２２１２と、ＦＤ能力フィールド２２１４と、ＡＮＯフィールド２２１６と、Ｆ
Ｄセキュリティフィールド２２１８と、ＣＣＣフィールド２２２０と、ＦＤ　ＡＮＴフィ
ールド２２２２と、隣接ＡＰ情報フィールド２２２４とを含む。
【０１４１】
　ＦＤフレーム制御フィールド２２１０は、ＳＳＩＤ長さサブフィールド２２３０と、能
力プレゼンスインジケータサブフィールド２２３２と、ＡＮＯプレゼンスインジケータサ
ブフィールド２２３４と、セキュリティプレゼンスインジケータサブフィールド２２３６
と、ＣＣＣプレゼンスインジケータサブフィールド２２３８と、ＡＮＴプレゼンスインジ
ケータサブフィールド２２４０と、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータサブフィールド
２２４２と、予約済みサブフィールド２２４４とを含む。
【０１４２】
　ＡＮＯフィールド２２１６は、アクセスネットワークタイプを識別する１バイトフィー
ルド、ネットワークがインターネット接続を提供するかどうかのインジケーション、ネッ
トワークがアクセスのための追加ステップを要求するかどうかのインジケーション、緊急
サービスがＡＰを通して到達可能であるかどうかのインジケーション、および非認証緊急
サービスがＡＰを通して到達可能であるかどうかのインジケーションとすることができる
。ＡＰ　ＣＣＣフィールド２２２０は、ＡＰ構成パラメータのセットが変わる度にインク
リメントする１バイトの符号なし整数とすることができる。
【０１４３】
　図２２のＦＤフレームボディ２２０４設計に基づくと、および８バイトの典型的なＳＳ
ＩＤフィールド２２１２を仮定すると、オプションの情報項目がなければ、すなわちＳＳ
ＩＤフィールド２２１２のみであれば、ＦＤフレームボディ２２０４サイズは１０バイト
である。全てのオプション情報項目（２２１４～２２２４）が含まれる場合、ＦＤフレー
ムボディ２２０４サイズは２６バイトであり、これは典型的なＳＳＩＤの最大ＦＤフレー
ムボディサイズでもある。
【０１４４】
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　システムトラフィック測定に基づくと、ビーコンフレームのおよそ７５％が、１５８バ
イトの長さである。ＭＡＣフレーミングオーバヘッドは２８バイトである（測定フレーム
ＭＡＣヘッダおよびＦＣＳを含む）ので、典型的なビーコンフレームボディサイズは、約
１３０バイトである。従って、オプション情報項目が含まれない場合、図２２に示すＦＤ
フレームボディは、典型的なビーコンフレームボディサイズ（１３０バイト）のおよそ７
．７％である。全てのオプション情報項目が含まれる場合、ＦＤフレームボディは、典型
的なビーコンフレームボディサイズ（１３０バイト）の２０％である。
【０１４５】
　ＦＤフレームに追加の情報項目が必要とされるとき、ＦＤフレームボディ設計は、拡張
可能である。拡張可能ＦＤフレームボディ設計をサポートする２つの機構がある。１つの
オプションでは、ＦＤフレーム制御フィールド中の利用可能ビットが使用され、これはあ
らかじめ予約されたビット、またはＦＤフレーム制御フィールドのサイズを拡張すること
に由来する新しいビットである。第２のオプションでは、ＩＥが、３つの構成要素、すな
わち要素ＩＤ、長さ、およびボディからなる各情報項目に使用される。
【０１４６】
　図２３は、拡張された情報項目を有するＦＤフレーム２３００の例を示す。ＦＤフレー
ム２３００は、ＦＤフレームヘッダ２３０２と、ＦＤフレームボディ２３０４と、ＦＣＳ
フィールド２３０６とを含む。ＦＤフレームボディ２３０４は、ＦＤフレーム制御フィー
ルド２３１０と、ＳＳＩＤフィールド２３１２と、能力フィールド２３１４と、ＡＮＯフ
ィールド２３１６と、セキュリティフィールド２３１８と、ＣＣＣフィールド２３２０と
、ＡＮＴフィールド２３２２と、隣接ＡＰ情報フィールド２３２４と、追加オプションフ
ィールド２３２６と、オプションＩＥ２３２８とを含む。
【０１４７】
　ＦＤフレームボディ拡張性を有して、ＡＰは、ＦＤフレームに追加情報項目を柔軟に含
んで、ＦＩＬＳを容易にするおよび／またはプローブ要求／応答フレーム伝送の数を削減
することができる。追加のオプション情報項目の１つの例は、例えば完全なタイムスタン
プ値または何らかの形式の簡約されたタイムスタンプ情報など、時間同期情報であること
がある。別の例は、既存のＢＳＳ負荷関連ＩＥを使用した、または高度なＢＳＳ負荷情報
選択および符号化を有する新しいオプションの情報フィールドもしくは要素を導入した、
ＢＳＳ負荷情報である。
【０１４８】
　ＦＤフレームは、パブリックアクションフレームまたは拡張フレームとして設計される
ことが可能である。パブリックアクションフレームは、ＭＡＣ管理フレームである。「パ
ブリックアクションフィールド」には、現在予約されているいくつかの未使用の符号があ
る。新しいパブリックアクションフレームは、予約済み符号の１つを使用することによっ
て定義されることが可能である。図２４は、新しいパブリックアクションフレームとして
ＦＤフレーム２４００を符号化する例を示し、パブリックアクションフィールド＝１６が
、ＦＤフレーム２４００に割り当てられている。
【０１４９】
　ＦＤフレーム２４００は、ＭＡＣヘッダ２４０２と、フレームボディ２４０４と、ＦＣ
Ｓフィールド２４０６とを含む。ＭＡＣヘッダ２４０２は、フレーム制御フィールド２４
１０と、継続時間／ＩＤ（ＤＵ）フィールド２４１２と、宛先アドレスフィールド２４１
４と、発信元アドレスフィールド２４１６と、ＢＳＳＩＤフィールド２４１８と、シーケ
ンス制御（ＳＣ）フィールド２４２０と、ＨＴ制御（ＨＴＣ）フィールド２４２２とを含
む。フレームボディ２４０４は、アクションフィールド２４３０と、１つまたは複数のオ
プションのベンダ固有ＩＥ２４３２と、オプションの管理メッセージ完全性符号（ＭＩＣ
）要素２４３４とを含む。
【０１５０】
　アクションフィールドは、カテゴリフィールド２４４０と、パブリックアクションフィ
ールド２４４２と、ＦＤフレーム制御フィールド２４４４と、ＳＳＩＤフィールド２４４
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６と、能力フィールド２４４８と、ＡＮＯフィールド２４５０と、セキュリティフィール
ド２４５２と、ＣＣＣフィールド２４５４と、ＡＮＴフィールド２４５６と、隣接ＡＰ情
報フィールド２４５８とを含む。ＦＤフレーム制御フィールド２４４４は、ＳＳＩＤ長さ
サブフィールド２４６０と、能力プレゼンスインジケータサブフィールド２４６２と、Ａ
ＮＯプレゼンスインジケータサブフィールド２４６４と、セキュリティプレゼンスインジ
ケータサブフィールド２４６６と、ＣＣＣプレゼンスインジケータサブフィールド２４６
８と、ＡＮＴプレゼンスインジケータサブフィールド２４７０と、隣接ＡＰ情報プレゼン
スインジケータサブフィールド２４７２と、予約済みサブフィールド２４７４とを含む。
【０１５１】
　図２４では証明のために、８０２．１１ｇベースのＭＡＣヘッダが使用される。ＨＴ＿
ＧＦまたはＨＴ＿ＭＦ　ＰＰＤＵを有する８０２．１１ｎ　ＷＬＡＮシステムでは、４バ
イトＨＴ制御フィールドもまた、ＭＡＣ管理フレームのＭＡＣヘッダに含まれる。
【０１５２】
　拡張フレームは、ＭＡＣヘッダのフレーム制御フィールドにおいてタイプ＝０ｂ１１を
使用するＭＡＣフレームタイプである。４ビットサブタイプフィールドとともに、定義さ
れることが可能である最大１６の拡張フレームがある。拡張フレームの１つの利用可能な
サブタイプ値、例えば、サブタイプ＝０ｂ００１０が使用されて、新しい拡張フレームと
してＦＤフレームを定義することが可能である。
【０１５３】
　複数の代替的な詳細にわたるＭＡＣフレーミング設計が、分かれたフレーム制御（ＦＣ
）フィールドおよび特定のＦＤフレーム制御フィールドおよび結合されたＦＣフィールド
を含む、ＦＤ拡張フレームに対して可能である。これらの設計間の１つの違いは、フレー
ム制御情報が整理される方法、詳細には、全般的なフレーム制御情報およびＦＤフレーム
固有の制御情報が、分かれている、または結合されているかどうかである。
【０１５４】
　図２５は、分かれたＦＣフィールドおよびＦＤフレーム固有フレーム制御フィールド（
ＦＤ　ＦＣ）を有するＦＤフレーム２５００設計を示す。ＦＤフレーム２５００は、ＭＡ
Ｃヘッダ２５０２と、フレームボディ２５０４と、ＦＣＳフィールド２５０６とを含む。
ＭＡＣヘッダ２５０２は、フレーム制御フィールド２５１０と、発信元アドレスフィール
ド２５１２と、ＨＴＣフィールド２５１４とを含む。発信元アドレスフィールド２５１２
は、インフラストラクチャＢＳＳのＡＰ　ＳＴＡのＢＳＳＩＤでもある、ＦＤフレームの
伝送中のＳＴＡのＭＡＣアドレスを含む。ある実装では、発信元アドレスフィールド２５
１２は、６バイト長である。フレーム制御フィールド２５１０は、プロトコルバージョン
サブフィールド２５２０と、タイプサブフィールド２５２２と、サブタイプサブフィール
ド２５２４と、予約済み部分２５２６と、オーダーサブフィールド２５２８とを含む。オ
ーダーサブフィールド２５２８は、ＨＴＣが存在するかどうかを示すために使用される。
【０１５５】
　ＦＤフレームボディ２５０４は、ＦＤフレーム制御フィールド２５３０と、ＳＳＩＤフ
ィールド２５３２と、ＦＤ能力フィールド２５３４と、ＡＮＯフィールド２５３６と、Ｆ
Ｄセキュリティフィールド２５３８と、ＣＣＣフィールド２５４０と、ＡＮＴフィールド
２５４２と、隣接ＡＰ情報フィールド２５４４とを含む。ＦＤフレーム制御フィールド２
５３０は、ＳＳＩＤ長さサブフィールド２５５０と、能力プレゼンスインジケータサブフ
ィールド２５５２と、ＡＮＯプレゼンスインジケータサブフィールド２５５４と、セキュ
リティプレゼンスインジケータサブフィールド２５５６と、ＣＣＣプレゼンスインジケー
タサブフィールド２５５８と、ＡＮＴプレゼンスインジケータサブフィールド２５６０と
、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータサブフィールド２５６２と、予約済みサブフィー
ルド２５６４とを含む。
【０１５６】
　ＭＡＣヘッダ２５０２中のフレーム制御フィールド２５１０の第１のバイトは、ＦＤ拡
張フレームの包括的フレーム制御（ＦＣ）フィールドであり、これは、管理フレーム、制
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御フレーム、およびデータフレームを含む他のＭＡＣフレームの第１のバイトと同じフォ
ーマットである。このフォーマットを使用することは、受信中のＳＴＡがフレーム制御フ
ィールド中の情報、例えばタイプおよびサブタイプを使用して、受信されたフレームを識
別するために重要である。それが知られているフレームタイプである場合、受信中のＳＴ
Ａは、フレーム制御情報を使用して、受信されたフレームの残りを復号することができる
。それが不明のフレームタイプである場合、受信中のＳＴＡは、ＰＬＣＰヘッダで得られ
る長さ情報またはアグリゲートＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）中のＭＰＤＵデリミタを使用し
てこのフレームをスキップする。
【０１５７】
　フレーム制御フィールド２５１０の第２のバイトもまた汎用であり、４バイトのＨＴＣ
フィールドが存在するかどうかを示すために使用されるオーダーサブフィールド２５２８
を含む。フレーム制御フィールド２５１０の第２のバイト中の他の７ビットは、予約され
る、または他の目的に使用されることが可能である。元のサブフィールドは、ＦＤフレー
ムに適用されないからである。
【０１５８】
　図２６は、包括的フレーム制御情報およびＦＤフレーム固有フレーム制御情報とともに
、結合されたフレーム制御フィールドを有するＦＤ拡張フレーム２６００設計を示す。Ｆ
Ｄフレーム２６００は、ＭＡＣヘッダ２６０２と、フレームボディ２６０４と、ＦＣＳフ
ィールド２６０６とを含む。ＭＡＣヘッダ２６０２は、フレーム制御フィールド２６１０
と、発信元アドレスフィールド２６１２と、ＨＴＣフィールド２６１４とを含む。
【０１５９】
　フレーム制御フィールド２６１０は、プロトコルバージョンサブフィールド２６２０と
、タイプサブフィールド２６２２と、サブタイプサブフィールド２６２４と、ＨＴＣプレ
ゼンスインジケータサブフィールド２６２６と、ＳＳＩＤ長さサブフィールド２６２８と
、能力プレゼンスインジケータサブフィールド２６３０と、ＡＮＯプレゼンスインジケー
タサブフィールド２６３２と、セキュリティプレゼンスインジケータサブフィールド２６
３４と、ＣＣＣプレゼンスインジケータサブフィールド２６３６と、ＡＮＴプレゼンスイ
ンジケータサブフィールド２６３８と、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータサブフィー
ルド２６４０と、予約済みサブフィールド２６４２とを含む。フレーム制御フィールド２
６１０の第１のバイトは、他の全てのＭＡＣフレームと同じフォーマットを有する。それ
は、受信中のＳＴＡが受信されるフレームを識別し、それに応じてこれを処理するための
情報を含む。
【０１６０】
　フレームボディ２６０４は、ＳＳＩＤフィールド２６５０と、ＦＤ能力フィールド２６
５２と、ＡＮＯフィールド２６５４と、ＦＤセキュリティフィールド２６５６と、ＣＣＣ
フィールド２６５８と、ＡＮＴフィールド２６６０と、隣接ＡＰ情報フィールド２６６２
とを含む。
【０１６１】
　上述のように、ＡＰとアソシエートするかどうかの決定は、受信されるＦＤフレームに
基づく。上に開示される実施形態と有利に結合できる特定の実施形態によれば、アソシエ
ーション要求フレームは、受信されるＦＤフレームに基づく、ＡＰとアソシエートするか
どうかの決定が肯定である状況に応じてＡＰに伝送される。
【０１６２】
　特定の実施形態によれば、図１３と関連する開示を参照して、ＦＤフレーム内容は、ワ
イヤレスステーションによってアクセスされる無線ネットワークのタイプによって決まる
、物理層固有の情報を含む。さらに、物理層固有の情報は、超高スループット能力情報、
超高スループット動作情報、または高スループット動作情報のうちのいずれか１つまたは
複数を有利に含むことができる。
【０１６３】
　特徴および要素が特定の組合せで上述されているが、各特徴または要素は、単独で、ま
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たは他の特徴および要素とのいかなる組合せでも使用されることが可能なことを当業者は
理解するであろう。本発明の概念の理解を高めるために、特に図１５～図２６を参照して
、ＦＤフレームの構造の例が詳細に開示された。図に詳細に開示されるＦＤフレーム要素
の様々な組合せは、変更可能であることを理解されよう。例えば、図２２は、ＦＤフレー
ムヘッダと、ＦＤフレームボディと、ＦＣＳフィールドとを含むＦＤフレームを示し、Ｆ
Ｄフレームボディは、ＦＤフレーム制御フィールドと、ＳＳＩＤフィールドと、ＦＤ能力
フィールドと、ＡＮＯフィールドと、ＦＤセキュリティフィールドと、ＣＣＣフィールド
と、ＦＤ　ＡＮＴフィールドと、隣接ＡＰ情報フィールドとを含む。しかしながら、大方
の場合、ＦＤフレーム中の様々なフィールドおよび項目が、図２２に関連する実施形態の
開示において強調されるように、フィールドの残りの機能から独立したそれらの独自の認
識可能な機能を有することを理解されよう（例えば、ＦＤ能力フィールドは、オプション
とすることができるので、特定の実施形態は単に、ＦＤ能力フィールドを除く、上に開示
される全てのフィールドを含むことができ、これはまた、特にオプションとして示される
他のフィールドに、ただしこれらに限定されず、適用される）。
【０１６４】
　本明細書に記載された方法は、コンピュータまたはプロセッサにより実行するためにコ
ンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェアまたはファー
ムウェアで実行され得る。コンピュータ可読媒体の例は、（有線接続または無線接続を通
じて伝送される）電子信号およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記
憶媒体の例は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、
内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスク等の磁気媒体、光磁気媒体、並びにＣＤ
－ＲＯＭディスクおよびＤＶＤなどの光媒体を含むが、これらに限定されない。ソフトウ
ェアと関連したプロセッサが使用されて、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣまたは
任意のホストコンピュータで使用する無線周波数トランシーバを実行することができる。
【０１６５】
　実施形態
　１．ワイヤレスステーションで用いる方法が、完全なビーコンフレームのインスタンス
間にアクセスポイント（ＡＰ）からの高速初期リンク設定探索（ＦＤ）フレームを受信す
ることと、受信されたＦＤフレームに基づいてＡＰとアソシエートするかどうかを決定す
ることとを含む。
【０１６６】
　２．ＦＤフレームは、ＦＤフレーム内容を含む実施形態１の方法。
【０１６７】
　３．ＦＤフレームは、ＦＤフレーム制御フィールドを含む実施形態１または２の方法。
【０１６８】
　４．ＦＤフレーム制御フィールドは、ＦＤフレーム内容における可変長ＳＳＩＤフィー
ルドの長さに対応する、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）長さフィールドを含む実施形
態３の方法。
【０１６９】
　５．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応する能力フィールドがＦＤフレーム内容に存
在するかどうかを示す、能力プレゼンスインジケータを含む実施形態４の方法。
【０１７０】
　６．能力フィールドは、ＡＰの能力情報を含む実施形態５の方法。
【０１７１】
　７．能力情報は、拡張サービスセット情報、独立基本サービスセット情報、無競合（Ｃ
Ｆ）ポーリング可能インジケーション、ＣＦ－Ｐｏｌｌ要求インジケーション、プライバ
シー情報、短いプリアンブルインジケーション、インターネットプロトコル（ＩＰ）ｖ４
サポートインジケーション、ＩＰｖ６サポートインジケーション、スペクトル管理情報、
サービス品質情報、短いスロット時間情報、無線管理情報、遅延ブロック確認応答（ＡＣ
Ｋ）インジケーション、即時ＡＣＫインジケーション、物理層タイプ情報、またはサポー
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トされる最低レート情報、のいずれか１つまたは複数を含む実施形態６の方法。
【０１７２】
　８．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応するアクセスネットワークオプションフィー
ルドがＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示す、アクセスネットワークオプショ
ンプレゼンスインジケータを含む実施形態４乃至７のいずれか１つの方法。
【０１７３】
　９．アクセスネットワークオプションフィールドは、ＡＰによって提供されるアクセス
サービスを示す実施形態８の方法。
【０１７４】
　１０．アクセスネットワークオプションフィールドは、アクセスネットワークタイプフ
ィールド、アクセスフィールドに要求される追加ステップ、緊急サービス到達可能フィー
ルド、または非認証緊急サービスアクセス可能フィールドのいずれか１つまたは複数を含
む実施形態８または９の方法。
【０１７５】
　１１．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応するセキュリティフィールドがＦＤフレー
ム内容に存在しているかどうかを示す、セキュリティプレゼンスインジケータを含む実施
形態４乃至１０のいずれか１つの方法。
【０１７６】
　１２．セキュリティフィールドは、ＡＰによって使用されるセキュリティの１つまたは
複数のタイプを示す実施形態１１の方法。
【０１７７】
　１３．セキュリティフィールドは、グループデータ暗号化スイートフィールド、ペア暗
号化スイートカウントフィールド、ペア暗号化スイートリストフィールド、認証および鍵
管理（ＡＫＭ）スイートカウントフィールド、ＡＫＭスイートリストフィールド、ロバス
トセキュリティネットワーク能力フィールド、ペアマスター鍵識別子（ＰＭＫＩＤ）カウ
ントフィールド、ＰＭＫＩＤリストフィールド、グループ管理暗号化スイートフィールド
、または結合されたグループおよびペア暗号化スイートフィールド、のいずれか１つまた
は複数を含む実施形態１２の方法。
【０１７８】
　１４．ロバストセキュリティネットワーク能力フィールドは、事前認証インジケータ、
管理フレーム保護要求インジケータ、高速初期リンク設定（ＦＩＬＳ）高速拡張可能認証
プロトコル（ＥＡＰ）インジケータ、ＦＩＬＳ　ＥＡＰ再認証プロトコルインジケータ、
ＦＩＬＳ非ＥＡＰインジケータ、第三者なしのＦＩＬＳ認証インジケータ、管理フレーム
保護対応インジケータ、または完全転送秘密インジケータ、のいずれか１つまたは複数を
含む実施形態１３の方法。
【０１７９】
　１５．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応するＡＰ構成変更カウントフィールドがＦ
Ｄフレーム内容に存在しているかどうかを示す、ＡＰ構成変更カウントプレゼンスインジ
ケータを含む実施形態４乃至１４のいずれか１つの方法。
【０１８０】
　１６．ＡＰ構成変更カウントフィールドは、ＡＰ構成パラメータのセットが変わった回
数を示す実施形態１５の方法。
【０１８１】
　１７．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応するＡＰネクストターゲットビーコン伝送
時間フィールドが、ＦＤフレーム内容に存在しているかどうかを示す、ＡＰネクストター
ゲットビーコン伝送時間プレゼンスインジケータを含む実施形態４乃至１６のいずれか１
つの方法。
【０１８２】
　１８．ＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、ＡＰからの次の完全な
ビーコンフレームの伝送時間を示す実施形態１７の方法。
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【０１８３】
　１９．ＡＰネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオ
フセット値として表される実施形態１８の方法。
【０１８４】
　２０．ＦＤフレーム制御フィールドは、対応する隣接ＡＰ情報フィールドがＦＤフレー
ム内容に存在しているかどうかを示す、隣接ＡＰ情報プレゼンスインジケータを含む実施
形態４乃至１９のいずれか１つの方法。
【０１８５】
　２１．隣接ＡＰ情報フィールドは、隣接ＡＰ情報フィールドに各隣接ＡＰに対して、動
作クラスフィールドと、チャネル数フィールドと、ネクストターゲットビーコン伝送時間
フィールドとを含む実施形態２０の方法。
【０１８６】
　２２．各ネクストターゲットビーコン伝送時間フィールドは、対応する隣接ＡＰからの
次の完全なビーコンフレームの伝送時間を示す実施形態２１の方法。
【０１８７】
　２３．ネクストターゲットビーコン伝送時間は、ＦＤフレーム伝送時間に対するオフセ
ット値として表される実施形態２２の方法。
【０１８８】
　２４．オフセット値は、時間単位の数として表される実施形態１９または２３の方法。
【０１８９】
　２５．ＦＤフレーム内容は、オプションフィールドまたはオプション情報要素を含む実
施形態１乃至２４のいずれか１つの方法。
【０１９０】
　２６．ＦＤフレーム内容がいずれかのオプションフィールドを含む状況に応じて、オプ
ションフィールドに対応するプレゼンスインジケータが、ＦＤフレーム制御フィールドに
含まれる実施形態２５の方法。
【０１９１】
　２７．受信されたＦＤフレームに基づいてＡＰとアソシエートするかどうかの決定が肯
定である状況に応じて、ＡＰにアソシエーション要求フレームを伝送することをさらに含
む実施形態１乃至２６のいずれか１つの方法。
【０１９２】
　２８．ＦＤフレーム内容は、ワイヤレスステーションによってアクセスされる無線ネッ
トワークのタイプによって決まる、物理層固有の情報を含む実施形態１乃至２７のいずれ
か１つの方法。
【０１９３】
　２９．物理層固有の情報は、超高スループット能力情報、超高スループット動作情報、
または高スループット動作情報、のいずれか１つまたは複数を含む実施形態２８の方法。
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